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一　

は
じ
め
に 

 　

西
海
道
風
土
記
に
そ
の
表
記
方
法
か
ら
二
類
の
別
が
あ
る
こ
と
は
早
く
知
ら
れ
、
井
上
通
泰
氏
が
そ

れ
ら
を
甲
類
・
乙
類
と
呼
ん
で
以
降
、
そ
の
呼
称
が
定
着
し
て
い
る
。
研
究
に
於
い
て
は
、
甲
類
・
乙

類
・
そ
れ
ら
と
類
同
記
事
を
持
つ
日
本
書
紀
、
と
い
う
三
つ
の
先
後
関
係
が
主
に
問
題
と
さ
れ
て
き

た
。
た
だ
し
乙
類
は
そ
の
す
べ
て
が
逸
文
で
あ
り
、
ど
れ
を
西
海
道
風
土
記
逸
文
と
し
て
採
り
上
げ
る

か
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。
今
回
と
り
あ
げ
る
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
を
含
む
文
章
は
万
葉
集

註
釈
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
校
異
は
あ
る
も
の
の
、
狩
谷
棭
齋
の
『
採
輯
諸
國
風
土
記
』、
栗

田
寛
の
『
古
風
土
記
逸
文
考
証
』、
井
上
通
泰
の
『
西
海
道
風
土
記
逸
文
新
考
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
現
行
の
諸
注
釈
も
こ
れ
を
西
海
道
風
土
記
逸
文
と
し
て
認
め
て
い
る
。 

 　

一
方
で
、
一
連
の
逸
文
を
西
海
道
風
土
記
乙
類
と
認
め
る
な
ら
ば
、「
な
ぜ
同
じ
西
海
道
地
域
の
古

風
土
記
と
し
て
甲
類
・
乙
類
の
二
種
類
が
存
在
す
る
か
」
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
答
え
の
一
つ
と

し
て
、
乙
類
が
甲
類
と
は
そ
の
編
纂
意
図
を
異
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
殊

に
、
乙
類
が
文
人
趣
味
的
な
興
味
・
関
心
の
も
と
に
編
ま
れ
た
と
す
る
説
は
、
小
島
憲
之
氏
の
論

）
1
（

  

に
始

ま
り
、
諸
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 　

日
本
書
紀
と
西
海
道
風
土
記
甲
類
・
同
乙
類
と
の
成
立
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
論
で

は
そ
の
先
後
関
係
は
一
先
ず
置
き
、
歌
謡
の
文
字
選
択
と
い
う
観
点
か
ら
、
両
者
の
差
異
を
捉
え
た
い
。 

 

二　

甲
類
・
乙
類
の
歌
謡
に
お
け
る
表
記
の
差
異 

 　

西
海
道
風
土
記
甲
類
・
同
乙
類
は
歌
謡
を
一
首
ず
つ
有
す
る
。
最
初
に
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
を
確
認
す

る
。 

 　

甲
類
の
歌
謡
は
、『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
・
褶
振
峰
条
に
あ
る
。
本
文
は
校
本
『
肥
前
国
風
土

記
』
実
観
本
（
内
甲
本
・
南
葵
本
・
義
勝
本
・
岩
崎
本
・
纂
註
本
を
対
校
）、
真
風
本
、
久
老
本
を
比

較
し
、
校
訂
し
た

）
2
（

  

。 

 

志
努
波
羅
能　

意
登
比
賣
能
古
素　

佐
比
登
由
母　

爲
祢
弖
牟
志
太
夜　

伊
幣
爾
久
太
佐
牟 

 

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
複
数
回
登
場
す
る
音
節
の
表
記
を
確
認
す
る
。
複
数
回
登
場
す
る
音
節
を
便
宜
的

に
平
仮
名
で
表
す
と
、
登
場
順
に
「
し
」「
の
」「
と
」「
ひ
」「
だ
」
の
五
字
で
あ
る
。
該
当
す
る
字
音

仮
名
を
、
左
に   

ゴ
シ
ッ
ク
太
字
に
傍
線   

で
示
す
。 

    

志   

努
波
羅   能   　

意   

登
比   

賣   

能   

古
素　

佐   

比
登   

由
母　

爲
祢
弖
牟   

志
太   

夜　

伊
幣
爾
久   

太   

佐
牟 

 

整
理
す
れ
ば
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。 

 　

こ
こ
で
、
各
々
の
語
の
種
類
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
た
い
。 

 　

「
篠
原
」
と
い
う
地
名
の
一
部
「
し
」
と
時
を
表
す
名
詞
「
し
だ
」
の
一
部
「
し
」
と
は
、
い
ず
れ
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も
「
志
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。「
篠
原
の
」
の
「
の
」
と
「
お
と
ひ
め
の
」
の
「
の
」
と
は
、
ど
ち
ら

も
格
助
詞
「
の
」
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
能
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。「
お
と
ひ
め
」
と
い
う
名
詞
の

一
部
と
「
さ
一
（
ひ
と
）
夜
」
と
い
う
数
詞
の
一
部
と
を
較
べ
る
と
、「
と
」
は
い
ず
れ
も
「
登
」、

「
ひ
」
は
い
ず
れ
も
「
比
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。
時
を
表
す
名
詞
「
し
だ
」
の
一
部
「
だ
」
と
サ
行
四

段
活
用
動
詞
「
下
す
」
の
未
然
形
の
語
幹
の
一
部
で
あ
る
「
く
だ
さ
」
の
「
だ
」
と
は
、
い
ず
れ
も

「
太
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。 

 　

つ
ま
り
、
西
海
道
風
土
記
甲
類
の
歌
謡
は
、
語
の
種
類
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
同
音
節
が
同
字
に

よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る

）
3
（

  

。 

表
１　

同
音
節
の
表
記
の
比
較
（
西
海
道
風
土
記　

甲
類
・
歌
謡
）

同
音
節
を
含
む
句

（
□
が
対
象
と
な
る
字
）

語
の
種
類

①
し

志
怒
波
羅
能

地
名
（
固
有
名
詞
）
の
一
部

志
太
夜

一
般
名
詞
「
し
だ
（「
時
」
の
意
）」
の
一
部

②
の

志
怒
波
羅
能

格
助
詞
「
の
」

意
登
比
賣
能
古
素

格
助
詞
「
の
」

③
と

意
登
比
賣
能
古
素

人
名
（
固
有
名
詞
）
の
一
部

佐
比
登
由
母

数
詞
の
一
部

④
ひ

意
登
比
賣
能
古
素

一
般
名
詞
「
ひ
め
」
の
一
部

佐
比
登
由
母

数
詞
の
一
部

⑤
だ

志
太
夜

一
般
名
詞
「
し
だ
（「
時
」
の
意
）」
の
一
部

伊
幣
爾
久
太
佐
牟

サ
行
四
段
活
用
動
詞
「
下
す
」
の
未
然
形
の
語
幹
の
一
部

 　

乙
類
の
歌
謡
は
『
万
葉
集
註
釈
』
所
引
の
『
筑
紫
（
肥
前
国
）
風
土
記
』
逸
文
・
杵
島
山
条
に
あ

る
。
本
文
は
『
万
葉
集
註
釈
』
の
国
文
研
貴
重
書
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
仁
和
寺
本
、
お
よ
び
書
陵

部
蔵
本
を
比
較
し
、
校
訂
し
た

）
4
（

  

。 

 

婀
邏
礼
符
縷　

耆
資
麼
能
多
塏
塢　

嵯
峨
紫
彌
台　

區
縒
刀
理
我
泥
底　

伊
母
我
提
塢
刀
縷 

 　

得
ら
れ
た
表
記
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
問
題
点
は
、
校
異
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
殊
に

「
耆
資
麼
能
」
の
「
能
」、「
嵯
峨
紫
彌
台
」
の
「
台
」
は
一
考
を
要
す
る
。
前
者
は
、
今
回
校
訂
に
用

い
た
諸
本
で
は
す
べ
て
「
熊
」
と
表
さ
れ
る
。
後
者
は
す
べ
て
「
占
」
と
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
今
井
似

閑
の
『
萬
葉
緯
』（
巻
第
十
八　

諸
書
所
引
風
土
記　

肥
前
國　

杵
島
〈
歌
〉、
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
永
続
的
識
別
子in

fo: n
d
ljp

/p
id

/2608189
, 

国
立
国
会
図
書
館
書
誌ID

 000007317423
, 

請

求
記
号862

 

― 77

）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
傍
線
は
宮
川
が
引
い
た
。
以
下
同
様
）
。 

 

阿
羅
礼
符
縷
耆
資
麼 

加 

多
箕
塢
嵯
峨
紫
弥 

占 

區
縒
刀
理
我
泥
底
伊
母
我
提
隝
刀
縷
〈
是
杵
島
曲
〉 

 

同
様
に
冒
頭
で
掲
げ
た
『
採
輯
諸
國
風
土
記
』、『
古
風
土
記
逸
文
考
證
』、『
西
海
道
風
土
記
逸
文
新
考
』

は
『
万
葉
集
註
釈
』
だ
け
で
な
く
『
萬
葉
緯
』
に
も
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
本
文
を
掲
げ
る
。 

 

狩
谷
棭
齋
『
増
補
改
訂　

採
輯
諸
國
風
土
記
』（
肥
前
國　

杵
島
、
與
謝
野
寛　

編
集
校
訂
、
日

本
古
典
全
集
刊
行
會
、
一
九
二
八
年
） 
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阿
羅
禮
符
縷
耆
資 

熊
加 

多
塏
塢
嵯
峨
紫
彌 

苫 

〈
原
作
占
今
案
文
義
改
。〉
區
縒
刀
理
我
泥
底

伊
母
我
提
塢
〈
○
原
作
鷗
今
案
文
義
改
。〉
刀
縷
〈
是
杵
島
曲
○
萬
葉
注
釋
三
。〉 

 

栗
田
寛
『
古
風
土
記
逸
文
考
證
』（
肥
前　

杵
島
、
高
南
荘
、
一
九
三
六
年
） 

 
阿
羅
禮
布
縷
、
耆
資
麼 

加 

多
塏
塢
嵯
峨
紫
彌 

苫 

、
區
縒
刀
理
我
泥
底
、
伊
母
我
提
塢
刀
縷
、

〈
是
杵
島
曲
也
〉〈
○
仙
覺
萬
葉
鈔
巻
三
〉 

 

井
上
通
泰
『
西
海
道
風
土
記
逸
文
新
考
』（
肥
前
國　

杵
嶋
岳
、
巧
人
社
、
一
九
三
五
年
） 

 

阿
羅
禮
符
縷
、
耆
資
麼 

加 

多
愷
塢
、
嵯
峨
紫
彌 

占 

、
區
縒
刀
理
我
泥
底
、
伊
母
我
提
隝
刀
縷

（
是
杵
嶋
曲
）（
○
萬
葉
集
仙
覺
抄
第
三
霰
零
吉
志
美
我
高
嶺
乎
之
註
所 

レ 

引
） 

 　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
論
で
は
、「
熊
」
に
つ
い
て
は
『
萬
葉
緯
』
の
「
加
」
を
採
ら
ず
校
訂

に
用
い
た
諸
本
の
「
熊
」
を
「
能
」
の
誤
写
と
見
る
。「
占
」
に
つ
い
て
は
「
台
」
と
は
く
ず
し
字
で

は
似
通
う
可
能
性
が
あ
り
、『
西
海
道
風
土
記
逸
文
新
考
』
に
お
け
る
井
上
通
泰
氏
の
指
摘
に
従
い
た

い
。
井
上
通
泰
氏
は
右
の
よ
う
に
本
文
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
左
の
よ
う
に
校
訂
し
て
い
る

）
5
（

  

。 

 

歌
詞
の
字
に
も
小
異
あ
り
。
そ
は
い
づ
れ
に
て
も
あ
る
べ
け
れ
ど
第
三
句
の
占
は
誤
字
な
ら
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
考
證
本
に
之
を
苫
と
し
た
れ
ど
苫
に
も
ト
の
音
は
無
し
。
恐
ら
く
は
台
の
誤
な
ら

む
。
台
を
ト
に
充
て
た
る
例
は
た
と
へ
ば
神
代
紀
寶
鏡
開
始
章
の
第
三
の
一
書
に
中
臣
連
遠
祖
コ

ゴ
ト
ム
ス
ビ
を
興
台
産
靈
と
書
け
り 

 

こ
の
歌
に
つ
い
て
も
甲
類
歌
謡
と
同
様
に
同
音
節
の
表
記
を
確
認
し
整
理
す
れ
ば
、
表
２
の
通
り
で
あ

る
。 

 　

「
符
縷
」
と
い
う
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
降
る
」
の
連
体
形
の
活
用
語
尾
と
、「
刀
縷
」
と
い
う
タ
行

四
段
活
用
動
詞
「
取
る
」
の
終
止
形
の
活
用
語
尾
と
は
、
同
じ
「
縷
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。「
區
縒
刀

理
」「
提
塢
刀
縷
」
の
「
刀
」
は
い
ず
れ
も
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
取
る
」
の
語
幹
で
あ
り
、
同
じ

「
刀
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 　

一
方
、「
耆
資
麼
（
杵
島
）」
と
い
う
地
名
の
一
部
「
し
」
と
、
形
容
詞
「
嵯
峨
紫
（
さ
が
し

：

「
け

わ
し
い
」
の
意
）」
の
活
用
語
尾
の
一
部
「
し
」
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
資
」、「
紫
」
が
用
い
ら
れ
、

書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
形
容
詞
「
さ
が
し
」
の
語
幹
の
一
部
「
さ
」
は

「
嵯
」、
名
詞
「
區
縒
（
草
）」
の
一
部
「
さ
」
は
「
縒
」
と
そ
れ
ぞ
れ
表
さ
れ
、
偏
が
異
な
る
。
ま
た

形
容
詞
「
さ
が
し
」
の
語
幹
の
一
部
「
が
」
が
「
峨
」
で
表
さ
れ
、
同
音
節
で
あ
る
「
刀
理
我
泥
底
」

の
「
我
」
す
な
わ
ち
ナ
行
下
二
段
活
用
の
補
助
動
詞
「
が
ぬ
（
か
ぬ
の
濁
音
化
）」
の
一
部
と
、
や
は

り
同
音
節
で
あ
る
「
伊
母
我
」
の
「
我
」
す
な
わ
ち
格
助
詞
「
が
」
と
は
異
な
る
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。 

 　

つ
ま
り
、
西
海
道
風
土
記
乙
類
の
歌
謡
は
同
音
節
で
あ
っ
て
も
同
字
で
表
記
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。 

 　

そ
し
て
見
か
け
の
上
で
は
、
恰
も
語
の
種
類
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。 
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表
２　

同
音
節
の
表
記
の
比
較
（
西
海
道
風
土
記　

乙
類
・
歌
謡
）

※
網
掛
け
部
分
は
同
音
節
に
同
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
句
を
示
す
。

同
音
節
を
含
む
句

（
□
が
対
象
と
な
る
字
）

語
の
種
類

①
る

婀
邏
礼
符
縷

ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
降
る
」
の
連
体
形
の
活
用
語
尾

伊
母
我
提
塢
刀
縷

タ
行
四
段
活
用
動
詞
「
取
る
」
の
終
止
形
の
活
用
語
尾

②
し

耆
資
麼
能
多
塏
塢

地
名
（
固
有
名
詞
）
の
一
部

嵯
峨
紫
彌
台

形
容
詞
「
さ
が
し
（「
け
わ
し
い
」
の
意
）」
の
活
用
語
尾
の
一
部

③
を

耆
資
麼
能
多
塏
塢

格
助
詞
「
を
」

伊
母
我
提
塢
刀
縷

格
助
詞
「
を
」

④
さ

嵯
峨
紫
彌
台

形
容
詞
「
さ
が
し
（「
け
わ
し
い
」
の
意
）」
の
語
幹
の
一
部

區
縒
刀
理
我
泥
底

一
般
名
詞
「
草
」
の
一
部

⑤
と

區
縒
刀
理
我
泥
底

ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
取
る
」
の
連
用
形
の
語
幹

伊
母
我
提
塢
刀
縷

ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
取
る
」
の
終
止
形
の
語
幹

⑥
が

嵯
峨
紫
彌
台

形
容
詞
「
さ
が
し
（「
け
わ
し
い
」
の
意
）」
の
語
幹
の
一
部

區
縒
刀
理
我
泥
底

ナ
行
下
二
段
活
用
の
補
助
動
詞
「
が
ぬ
（
か
ぬ
の
濁
音
化
）」
の
一
部

伊
母
我
提
塢
刀
縷

格
助
詞
「
が
」

⑦
て

區
縒
刀
理
我
泥
底

接
続
助
詞
「
て
」

伊
母
我
提
塢
刀
縷

一
般
名
詞
「
手
」

 

三　

 

西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
表
記
が
表
す
も
の　
（
一
）
語
の
種
類
に
よ
る
書

き
分
け 

 　

西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
に
お
け
る
同
音
節
の
書
き
分
け
は
、
語
の
種
類
、
つ
ま
り
現
代
で
言
う
と

こ
ろ
の
品
詞
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
当
時
の
資
料
に
文
法
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
も

の
や
、
現
代
の
品
詞
に
相
当
す
る
よ
う
な
分
類
を
記
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
、
安
易
に
そ
う
述

べ
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
意
識
と
し
て
自
立
語
（
詞
）
と
付
属
語
（
辞
）
と
い
う
対
照
が

既
に
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。 

 　

し
か
し
そ
の
判
断
を
行
う
前
に
、
こ
れ
ら
が
有
意
の
書
き
分
け
で
は
な
く
、
上
代
文
献
全
般
に
亘
っ

て
歌
謡
で
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
変
字
法
の
範
疇
に
留
ま
る
書
き
分
け
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
み
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
西
海
道
風
土
記
以
外
の
古
風
土
記
に
載
せ
る
歌
謡
の
う
ち
、
一
字
一
音
に
表
記

さ
れ
た
十
七
首
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
語
の
種
類
に
よ
っ
て
書
き
分
け
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
証
し
て
み
た
い
。
以
下
に
、
古
風
土
記
に
載
せ
る
歌
謡
の
う
ち
一

字
一
音
で
記
さ
れ
た
も
の
か
ら
西
海
道
風
土
記
の
二
首
を
除
い
て
常
陸
国
・
播
磨
国
・
出
雲
国
・
豊
後

国
・
肥
前
国
・
逸
文
の
順
に
通
し
番
号
を
振
り
、
検
討
が
必
要
な
歌
謡
の
み
を
抽
出
し
て
順
に
掲
げ
る

）
6
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。 

 　

ま
ず
常
陸
国
風
土
記
に
は
、
一
字
一
音
で
記
さ
れ
た
九
首
の
う
ち
次
の
五
首
に
変
字
法
と
思
し
き
表



―
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記
が
あ
る
。 

 
一
． 

許 

智
多

波　

乎
婆
頭
勢
夜
麻
能　

伊
波
歸
爾 

母 　

爲
弖 

許  

母 

郎 

奈 

牟　

 

奈 

古
非
敍
和
支 

母  

  

（
新
治
郡
） 

 

六
．
安
良
佐 

賀 

乃　

 

賀 

味
能
彌
佐
氣
乎　

多
義
止　

伊 

比 

祁
婆 

賀 

母
與　

和
我
惠 

比 

爾
祁
牟 

  

（
香
島
郡
） 

 

七
．
伊
夜 

是 
留
乃　

阿 

是 

乃
古 

麻 

都
爾　

 

由  

布 

悉
弖
　々

和
乎 

布 

利
彌 

由 

母　

阿 

是 

古
志 

麻 

波
母 

  

（
香
島
郡
） 

 

八
．
宇 

志  

乎 

爾
波　

多
々
牟 

止 

伊
閉 

止 　

奈
西
乃
古
何　

夜
蘇 

志 

麻
加
久 

理 　

和 

乎 

彌
佐
婆 

志  

理 

也 

  

（
香
島
郡
） 

 

九
．
志
漏 

止 

利
乃　

芳
我 

都
々 
彌
乎　

 

都
々 

牟 

止 

母　

安
良
布
麻
自
呂
疑　

波
古
叡 

  

（
香
島
郡
） 

 　

一
は
「
を
は
つ
せ
山
」
と
い
う
固
有
名
詞
の
一
部
「
は
」
と
「
石
城
（
い
は
き
）」
と
い
う
一
般
名

詞
の
一
部
「
は
」
と
を
書
き
分
け
て
い
る
が
、
他
方
で
助
詞
「
も
」
と
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
籠
（
こ

も
）
る
」
の
語
幹
の
一
部
「
も
」
と
一
般
名
詞
「
わ
ぎ
も
（
わ
が
妹
）」
の
「
も
」
を
同
字
「 

母 

」
で

記
し
て
い
る
。「 

許 

」「 

奈 

」
に
つ
い
て
も
「 

母 

」
と
同
様
に
同
じ
字
を
異
な
る
種
類
の
語
に
用
い
て
お

り
、
語
の
種
類
に
よ
る
書
き
分
け
と
は
捉
え
ら
れ
な
い
。 

 　

六
は
「
言
ふ
」
連
用
形
の
活
用
語
尾
と
「
酔
ひ
」
連
用
形
の
活
用
語
尾
は
同
じ
「
比
」
で
記
さ
れ
る

が
、「
あ
ら
さ
か
の
」「
神
」「
か
も
」
の
「
か
」
を
同
字
「
賀
」
で
記
し
、
格
助
詞
「
の
」
を
書
き
分

け
る
。 

 　

七
は
ダ
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
し
づ
」
の
語
幹
「
し
」
と
一
般
名
詞
「
小
島
（
こ
し
ま
）」
の
一
部

「
し
」
と
を
書
き
分
け
て
い
る
が
、
他
方
で
「 

是 

」「 

麻 

」「 

由 

」「 

布 

」
と
い
っ
た
文
字
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
種
類
の
語
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
語
の
種
類
に
よ
る
書
き
分
け
と
は
捉
え
ら
れ
な
い
。

前
者
は
動
詞
の
活
用
語
尾
「
で
」
に
続
く
も
の
と
し
て
「
悉
」
と
い
う
音
が
選
ば
れ
た
可
能
性
は
あ
る

が
、
本
論
の
主
旨
に
関
わ
ら
な
い
の
で
触
れ
な
い
。 

 　

八
は
格
助
詞
「
が
」
と
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
「
か
く
る
」
の
語
幹
の
一
部
「
か
」
の
濁
音
化
「
が
」

と
を
書
き
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
と
も
に
四
段
動
詞
の
連
用
形
で
あ
る
「
隠
り
」「
走
り
」
の
「
り
」

が
同
じ
「 

理 

」
で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
「 

志 

」「 

乎 

」「 

止 

（
清
音
、
濁
音　

各
一
字
）」

と
い
っ
た
文
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
種
類
の
語
に
亘
り
用
い
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
語
の
種
類
に
よ

る
書
き
分
け
と
は
言
え
な
い
。 

 　

九
は
現
行
の
注
釈
書
に
お
い
て
解
釈
が
大
き
く
分
か
れ
る
が

）
7
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、
日
本
古
典
文
学
大
系
に
従
え
ば
、
ク

活
用
形
容
詞
「
し
ろ
」
を
書
き
分
け
、
一
般
名
詞
「
羽
（
は
）」
を
書
き
分
け
て
い
る
。
同
時
に

「
止
」
が
、
ま
た
「
都
々
」
も
、
異
な
る
種
類
の
語
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
語
の
種
類
に
よ
る

書
き
分
け
と
は
言
え
な
い
。 

 　

次
に
播
磨
国
風
土
記
に
は
、
次
の
一
首
に
変
字
法
と
思
し
き
表
記
が
あ
る
。 

 

十
． 

宇
都
久
志
伎　

乎 

米 

乃 

佐
々
波 

爾　

阿
良 

禮  

布 

理　

志 

毛  

布 

留
等 

毛 　

奈
加 

禮 

曾
禰　

袁 

米

 

乃 

佐
々
波  

  

（
賀
毛
郡
） 

 

こ
れ
は
接
頭
語
「
小
（
を
）」
を
書
き
分
け
て
い
る
ほ
か
、「
霰
」
と
「
枯
れ
」
の
「
れ
」
や
「
霜
」
と

「
と
も
」
の
「
と
」
を
同
字
で
記
し
て
い
る
。 

 　

第
三
に
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
・
的
形
浦
条
に
一
首
、
変
字
法
と
思
し
き
表
記
が
あ
る
。 
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十
一
．  

麻 

須
良
遠
能　

 

佐 

都 

夜  

多 

波 

佐 

美　

牟
加
比 

多 

知　

伊
流 

夜  

麻 

度
加 

多 　

波 

麻 

乃 

佐  

夜 

氣

 

佐  

 

こ
れ
は
格
助
詞
「
の
」
を
書
き
分
け
て
い
る
ほ
か
、「
ま
す
ら
を
の
」
と
「
的
形
」
の
「
ま
」
を
同
じ

「
麻
」
で
記
す
の
を
始
め
と
し
て
、「
佐
」「
夜
」「
多
」
は
異
な
る
種
類
の
語
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
る
。 

 　

最
後
に
丹
後
国
風
土
記
逸
文
・
浦
嶼
子
条
の
一
首
に
変
字
法
と
思
し
き
表
記
が
あ
る
。 

 

十
七
． 

等
許
與
歛
爾　

 

久
母  

多 

知 

和  

多 

留　

 

多 

由
万 

久
母 　

波
都
賀　

末
等
比 

志 　

 

和 

禮
曾
加
奈

 

志 

企 

 

こ
れ
も
現
行
の
注
釈
書
に
お
い
て
解
釈
が
大
き
く
分
か
れ
る
が

）
8
（

  

、
日
本
古
典
文
学
大
系
に
従
え
ば
、
マ

行
四
段
活
用
動
詞
「
た
ゆ
む
」
の
変
化
形
「
た
ゆ
ま
く
」
の
一
部
と
ハ
行
四
段
動
詞
「
惑
（
ま
ど
）

ふ
」
の
語
幹
の
一
部
と
を
書
き
分
け
て
い
る
。
他
方
で
「 

久
母 

」「 

多 

」「 

和 

」「 

志 

」
と
い
っ
た
文
字

は
異
な
る
種
類
の
語
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
、
語
の
種
類
に
よ
る
書
き
分
け
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

 　

語
の
種
類
に
よ
る
書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
一
点
か
ら
見
れ
ば
、
解
釈
に
大
き

な
疑
問
の
残
る
九
番
と
十
七
番
の
二
首
を
置
く
と
し
て
も
、
一
字
一
音
式
に
記
さ
れ
た
古
風
土
記
歌
謡

に
お
け
る
仮
名
は
、
同
じ
種
類
の
語
を
書
き
分
け
た
り
、
異
な
る
種
類
の
語
に
同
字
を
用
い
た
り
し
て

お
り
、
語
の
種
類
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
な
い
。 

 　

さ
て
、
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
を
こ
の
観
点
で
い
ま
一
度
見
て
み
る
と
、
同
音
節
が
複
数
登
場
す

る
文
字
は
「
る
」「
し
」「
を
」「
さ
」「
と
」「
が
」「
て
」
の
七
つ
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
語
の
種
類
を
同

じ
く
す
る
「
る
」「
を
」「
と
」
は
同
字
で
記
さ
れ
、
語
の
種
類
を
異
に
す
る
「
し
」「
さ
」「
が
」「
て
」

に
は
別
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 

 　

以
上
か
ら
、
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
で
は
自
立
語
（
詞
）
と
付
属
語
（
辞
）
と
の
対
照
が
念
頭
に

置
か
れ
、
語
の
種
類
を
書
き
分
け
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
文
字
が
選
ば
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
で

き
る
。 

 　

し
か
し
、
語
の
種
類
を
書
き
分
け
た
と
す
れ
ば
、
一
点
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
補
助
動
詞

の
一
部
と
格
助
詞
と
が
お
な
じ
「
我
」
で
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。 

 　

古
風
土
記
に
「
が
」
と
い
う
音
節
を
表
す
仮
名
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
牙
音
（
我
・
峨
・
加
）・
喉
音

（
賀
・
河
・
何
）
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
宜
の
よ
う
な
古
韓
音
も
使
用
さ
れ
る

）
9
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。
と
こ
ろ
で
、
日
本
書
紀

の
い
わ
ゆ
る
α
群
は
最
新
の
中
国
北
方
の
字
音
体
系
を
知
る
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ

の
日
本
書
紀
α
群
で
は
、
ガ
行
音
に
は
牙
音
し
か
用
い
な
い
。
古
風
土
記
に
用
い
ら
れ
る
牙
音
の
う

ち
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
の
は
「
我
」
で
あ
り
、「
峨
」
は
当
該
例
（
一
例
）
の
み
で
あ
る
。
ま
た

通
常
清
音
表
記
で
あ
る
「
加
」
を
濁
音
表
記
に
用
い
る
例
は
出
雲
国
風
土
記
の
地
名
「
加
賀
」
の
別
表

記
「
加
加
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
名
起
源
譚
の
な
か
に
「
か
か
や
く
」
を
「
加
加
明
」
と
表
現
し
た

の
に
引
か
れ
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 　

従
っ
て
、
古
風
土
記
に
お
い
て
「
が
」
と
い
う
音
節
を
表
す
仮
名
は
複
数
あ
る
が
、
乙
類
の
書
記
者

は
日
本
書
紀
α
群
の
書
記
者
と
同
様
の
字
音
仮
名
の
選
択
意
識
を
持
ち
、
さ
ら
に
形
容
詞
「
さ
が
し
」

に
は
音
だ
け
で
な
く
意
味
を
も
表
す
字
音
仮
名
を
選
ん
だ
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
書
き
分
け
と
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る

）
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。 

 　

補
助
動
詞
「
か
ぬ
」
と
格
助
詞
「
が
」
と
は
共
に
付
属
語
（
辞
）
で
あ
る
。「
が
」
と
い
う
音
節
に

牙
音
の
仮
名
を
用
い
る
こ
と
と
、
詞
と
辞
と
の
対
照
と
い
う
二
点
が
優
先
さ
れ
れ
ば
、
補
助
動
詞
の
一

部
と
格
助
詞
と
が
書
き
分
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
そ

れ
ら
が
同
じ
「
我
」
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
形
容
詞
「
さ
が
し
」
を
「
嵯
峨
紫
」
と
し
、「
我
」
の
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代
わ
り
に
「
峨
」
を
用
い
た
こ
と
を
際
立
た
せ
る
工
夫
と
言
え
よ
う
。 

 　

形
容
詞
「
さ
が
し
」
を
「
嵯
峨
紫
」
と
表
記
す
る
当
該
風
土
記
の
工
夫
に
つ
い
て
、
二
つ
の
先
行
研

究
を
掲
げ
る
。 

 　

ま
ず
、
大
野
透
氏
が
『
萬
葉
假
名
の
研
究
』（
一
九
六
二
年
、
明
治
書
院
、
三
四
五
―
三
四
六
頁
）

に
同
一
字
素
に
よ
る
用
字
を
取
り
上
げ
、
そ
の
う
ち
「
義
を
示
す
字
素
を
共
有
す
る
用
字
」
の
ひ
と
つ

と
し
て
「（
17
）
耆
資
熊
加
多

塢
嵯
峨
紫
彌
台
」
を
掲
げ
、 

 

（
17
）
の
多
塏
塢
の

・
塢
と
嵯
峨
紫
の
嵯
峨
は
夫
々
土
字
と
山
字
を
共
有
す
る
用
字
で
あ
る

が
、

（
高
燥
地
）・
塢
（
小
障
也
、
一
曰
小
城
）
は
タ
ケ
乙
〈
嶽
〉
に
因
む
用
字
で
あ
り
、
又

嵯
峨
は
サ
ガ
シ
〈
險
〉
に
因
む
用
字
で
あ
り
、
更
に

・
塢
と
嵯
・
峨
は
相
照
応
す
る
用
字
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

と
こ
の
歌
に
言
及
し
て
い
る
。 

 　

次
に
、
荻
原
千
鶴
氏
「
九
州
風
土
記
の
甲
類
・
乙
類
と
『
日
本
書
紀
』」（『
風
土
記
研
究
』
第
三
三

号
、
二
〇
〇
九
年
、
五
五
頁
）
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 　

特
異
な
仮
名
表
記
を
用
い
つ
つ
、
漢
語
の
知
識
を
盛
り
込
む
、
と
い
っ
た
事
例
は
ほ
か
に
も
み

え
る
。 

 

Ｃ 

婀
邏 

礼 

符 

縷　

 

耆
資
麼 

能
多

 

塢 　

 

嵯
峨 

紫
弥 
台 　

 

区 

縒
刀
理
我
泥
底　

伊
母
我
提 

塢 

刀

縷　

〈
是
杵
嶋
曲
。〉 

  

（『
万
葉
集
註
釈
』
所
引
『
肥
前
国
風
土
記
』［
乙
類
］） 

 　

「
嵯
峨
紫
弥
（
さ
が
し
み
）」
は
音
仮
名
表
記
だ
が
、「
さ
が
」
に
あ
て
る
「
嵯
峨
」
は
、
け
わ

し
い
意
の
漢
語
で
あ
り
、
一
字
一
音
の
仮
名
表
記
の
上
に
視
覚
的
に
漢
語
を
呈
し
、
そ
の
意
味
を

響
か
せ
て
い
る
（「
嵯
」「
峨
」
は
『
日
本
書
紀
』
α
群
の
巻
十
九
・
巻
十
七
に
、
そ
れ
ぞ
れ
単
体

で
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
乙
類
の
よ
う
な
漢
語
を
し
の
ば
せ
る
用
法
は
見
ら
れ
な
い
）。

「
き
し
ま
ノ
た
ケ
」
の
「
ケ
」
に
あ
て
る
仮
名
「

」
は
、『
日
本
書
紀
』
は
お
ろ
か
他
の
上
代

文
献
に
も
み
え
な
い
特
殊
な
文
字
だ
が
、「
高
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
字
義
に
も
と
づ
い
て
選
択
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
視
覚
上
で
意
味
を
響
か
せ
て
い
る
。 

 　

荻
原
氏
は
注
に
お
い
て
『
文
選
』「
西
京
賦
」
の
「
嵯
峨
棒

」
を
用
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。 

 　

ま
た
、「
嵯
峨
」
と
い
う
表
現
は
出
雲
国
風
土
記
に
二
箇
所
（
嶋
根
郡
・
楯
縫
郡
）、
肥
前
国
風
土
記

に
一
箇
所
（
彼
杵
郡
）
用
例
が
あ
る
が
、
こ
の
三
例
は
い
ず
れ
も
音
仮
名
で
は
な
い
。 

 　

「
さ
が
し
」
は
山
な
ど
が
峻
険
で
あ
る
様
子
を
表
す
形
容
詞
だ
が
、
大
野
氏
、
荻
原
氏
の
指
摘
す
る

と
お
り
、
敢
え
て
「
嵯
峨
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
こ
れ
は
表
音
的
要

求
と
表
語
的
要
求
と
に
同
時
に
応
え
る
表
意
兼
帯
仮
名
と
言
い
得
る
。
そ
の
表
現
上
の
工
夫
を
よ
り
明

瞭
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
同
音
節
で
あ
る
「
草
」
の
「
さ
」
を
糸
偏
の
「
縒
」
に
、「
さ
が
し
」
以

外
の
「
が
」
と
い
う
音
節
を
「
我
」
に
書
き
分
け
た
の
だ
ろ
う
。 

 　

二
つ
の
「
さ
」
を
二
種
の
仮
名
で
書
き
分
け
た
の
と
同
様
に
、
三
つ
の
「
が
」
を
三
種
の
仮
名
で
書

き
分
け
れ
ば
、
反
っ
て
「
嵯
峨
紫
」
の
書
き
分
け
が
鮮
明
な
印
象
と
し
て
残
ら
な
く
な
る
恐
れ
も
あ

る
。
補
助
動
詞
「
か
ぬ
」
と
格
助
詞
「
が
」
と
は
共
に
付
属
語
（
辞
）
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
同
じ

「
我
」
で
記
す
ほ
う
が
、
対
照
的
に
自
立
語
（
詞
）
で
あ
る
「
嵯
峨
紫
」
の
表
現
上
の
工
夫
は
明
瞭
に

な
る
。
先
の
矛
盾
は
、
こ
う
し
た
慎
重
な
文
字
選
択
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。 

 　

変
字
法
の
提
唱
者
で
あ
る
高
木
市
之
助
氏
は
「
變
字
法
に
就
て
」（『
吉
野
の
鮎
』
岩
波
書
店
、

一
九
四
一
年　

所
収
、
二
二
七
頁
～
二
四
三
頁
）
に
お
い
て
、「
變
字
法
と
は
、
同
一
句
又
は
類
似
句
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の
反
復
に
於
て
、
多
數
の
反
復
字
中
に
、
少
數
の
文
字
だ
け
を
こ
と
さ
ら
に
變
へ
て
用
ふ
る
一
種
の
用

字
法
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、「
言
葉
を
精
密
的
確
に
う
つ
す
と
言
ふ
用
字
上
の

意
味
と
無
關
心
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。」「
變
字
法
は
又
音
韻
と
も
無
關
係
で
あ
ら
う
。」
と
し
て
、

上
代
に
読
ま
れ
た
漢
詩
、
と
り
わ
け
『
詩
経
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
の
文
字
配
列
の
可
視
性
を
反
映
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 　

し
か
し
、
以
上
に
見
る
よ
う
に
、
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
表
記
は
「
用
字
上
の
意
味
と
無
關

心
」
で
は
有
り
得
な
い
。
そ
こ
に
は
自
立
語
（
詞
）
と
付
属
語
（
辞
）
と
の
対
照
あ
る
い
は
語
の
種
類

の
書
き
分
け
と
い
っ
た
意
識
を
読
み
取
れ
る
上
、
字
義
に
も
繊
細
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
で
き
る
。 

 

四　

 

西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
表
記
が
表
す
も
の　
（
二
）
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る

書
き
分
け 

 　

さ
ら
に
、
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
表
記
は
音
韻
に
も
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。 

 　

高
山
倫
明
氏
は
『
日
本
語
音
韻
史
の
研
究
』
第
Ⅲ
部　

韻
律
論
、
第
七
章　

音
訳
漢
字
と
ア
ク
セ
ン

ト
（
株
式
会
社
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、
岩
崎
本
皇
極
紀
の
歌
謡
を
契
機
と
し
て
、

「
声
調
が
あ
る
程
度
、
漢
字
選
択
の
際
の
判
断
基
準
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
」
を
見
出
し
、「
声
点
と

音
仮
名
の
原
音
を
つ
き
あ
わ
せ
」
て
「
１
声
点
（
平
声
点
）
が
差
さ
れ
る
傾
向
の
あ
る
音
仮
名
に
平
声

字
、
２
声
点
（
上
声
点
）
が
差
さ
れ
る
傾
向
の
あ
る
音
仮
名
に
仄
声
字
が
目
立
」
つ
こ
と
を
指
摘
し
、

次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。 

 　

書
紀
音
仮
名
表
記
の
一
部
に
お
い
て
、
音
仮
名
連
続
に
お
け
る
原
音
調
類
の
配
列
と
、
同
一
語

句
の
平
安
時
代
中
央
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
あ
る
程
度
の
相
関
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
一
部
の
音
仮
名
表
記
は
、
平
安
時
代
語
の
前
身
で
あ
る
奈
良
時
代
中
央
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
何
ら
か
の
形
で

0

0

0

0

0

0

反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 　

そ
こ
で
、
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
を
こ
の
視
点
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
た
い
。 

 　

西
海
道
風
土
記
乙
類
の
歌
謡
は
、
皇
極
紀
歌
謡
の
岩
崎
本
の
よ
う
に
、
直
截
的
に
平
安
時
代
の
声
点

を
残
す
資
料
を
持
た
な
い
た
め
、
声
点
を
別
資
料
か
ら
推
測
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
歌
謡
に
用
い
ら

れ
た
文
字
の
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
を
推
測
す
る
た
め
に
今
回
用
い
た
資
料
は
注

）
11
（

  

に
掲
げ
た
と
お
り
で
あ

る
。
以
下
、
こ
れ
ら
を
仮
に
〈
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
〉
と
呼
ぶ
。 

 　

ま
ず
、
助
詞
の
み
を
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
歌
謡
に
用
い
ら
れ
た
助
詞
は
格
助
詞

「
の
」、
格
助
詞
「
を
」
が
二
つ
、
格
助
詞
「
と
」、
接
続
助
詞
「
て
」、
格
助
詞
「
が
」
の
延
べ
六
字

で
あ
る
。 

 　

初
め
に
桜
井
茂
治
氏
の
『
古
代
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
論
考
』
九　

助
詞
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
考
察

１　

ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
見
た
助
詞
の
分
類
（
桜
楓
社
、
一
九
七
五
年
）
か
ら
該
当
す
る
部
分
を
抜
粋

（
（1）　
（c）
は
省
略
）
し
て
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

（1）
常
に
、
助
詞
独
自
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の 

 

（a）
つ
ね
に
高
平
調
（
上
声
）
ア
ク
セ
ン
ト
の
も
の
。 

　

 「
が
」「
は
」「
に
」「
を
」「
て
」「
や
」「
か
」 

 

（b）
つ
ね
に
低
平
調
（
平
声
）
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
も
の
。 

 　

「
と
」「
ば
」 



―
 1

5
 ―

 

（2）
前
接
語
に
よ
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
わ
る
も
の
。 

 

（a）
前
接
語
の
最
後
の
拍
の
高
さ
の
反
対
に
な
る
も
の
。 

 　

「
と
」 

 
（b）
前
接
語
の
型
に
よ
っ
て
変
る
も
の
。 

　

 「
の
」 

 　

犬
飼
隆
氏
「
万
葉
人
の
声
再
現
の
試
み
」
４
．
七
、八
世
紀
の
ア
ク
セ
ン
ト　

４ 

― 

４
．
各
品
詞
の
ア

ク
セ
ン
ト
（『
万
葉
人
の
声
』
青
棯
舎
、
二
〇
一
五
年　

所
収
）
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。 

 

助
詞
は
、
平
安
時
代
ま
で
、
前
に
つ
く
名
詞
に
か
か
わ
ら
ず
独
自
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
し
た
。
現
代

で
も
助
詞
を
単
独
で
発
音
す
れ
ば
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
文
中
で
は
前
の
語
の
ア
ク
セ
ン

ト
に
従
っ
て
文
節
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
く
り
ま
す
。
大
き
な
違
い
で
す
。
そ
し
て
一
音
節
の
助
詞
は

そ
の
機
能
に
ふ
さ
わ
し
い
音
程
で
し
た
。
多
く
の
格
助
詞
と
係
助
詞
「
は
」
は
Ｈ
、
接
続
助
詞

「
て
」
も
Ｈ
、
格
助
詞
の
引
用
の
「
と
」
と
接
続
助
詞
「
ば
」
は
Ｌ
、「
は
」
以
外
の
係
助
詞
は

Ｆ
、
副
助
詞
「
し
」
も
Ｆ
で
す
。
並
列
の
「
と
」
は
前
の
音
節
と
反
対
の
高
さ
で
並
列
の
関
係
を

明
示
し
ま
し
た
。 

 

以
上
の
指
摘
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
、
格
助
詞
「
を
」
二
つ
は
高
平
調
（
上
声
）

ア
ク
セ
ン
ト
、
格
助
詞
「
と
」
は
「『
険
し
い
の
で
』
と
」
と
引
用
の
「
と
」
で
あ
る
た
め
低
平
調

（
平
声
）
ア
ク
セ
ン
ト
、
接
続
助
詞
「
て
」
は
高
平
調
（
上
声
）
ア
ク
セ
ン
ト
、
格
助
詞
「
が
」
は
高

平
調
（
上
声
）
ア
ク
セ
ン
ト
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
五
字
と
も
『
広
韻
』
の
調
類
と
対
応
す
る
。
格

助
詞
「
の
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。『
広
韻
』
も
上
平
声
・
上
声
・
去
声
の
い
ず
れ
に
も
属
す
る

の
で
、
正
し
く
対
応
す
る
可
能
性
も
捩
れ
て
対
応
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
一
旦
保
留
す
る
。 

 　

次
に
、「
降
る
」「
嶽
」「
さ
が
し
」「
み
」「
草
」「
取
り
」「
が
ね
」「
妹
」「
手
」
の
各
語
に
つ
い
て
、

〈
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
〉
の
う
ち
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
に
よ
る
『
声
点
付
和
訓
索
引
「
ア

ク
セ
ン
ト
史
資
料
索
引
」』（
以
下
「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
と
す
る
）
を
頼
り
に
検
討
す
る
。 

 　

第
一
に
、
動
詞
「
降
る
」
は
「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
第
一
九
号
、
四
〇
三
頁
に
、 

 

ヒ
サ
メ
フ
ル
［
雨
水
］〈
平
上
上
平
上
〉 

 

と
あ
り
、
北
野
本
巻
三
・
一
九
丁
ウ
ラ
三
行
、
兼
右
本
巻
三
・
一
六
丁
ウ
ラ
七
行
、
内
閣
本
巻
三
・
一
〇

丁
オ
モ
テ
三
行
に
同
じ
声
点
「
平
上
」
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
『
広
韻
』
の
調
類
と
対
応
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
熱
田
本
は
同
じ
箇
所
を
〈
平
平
○
平
平
〉
と
し
て
お
り
、「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
第

二
号
、
一
二
〇
頁
に
は
『
御
巫
本　

日
本
書
紀
私
記
』
一
四
丁
ウ
ラ
四
行
の
〔
降
〕
に
関
し
て
不
留
止

（
平
平
平
、「
留
」
の
声
点
は
朱
ノ
ミ
）
と
あ
り
、「
降
る
」
の
声
点
に
例
外
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 　

第
二
に
、
名
詞
「
岳
・
嶽
」
は
、「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
第
一
九
号
、
二
五
五
頁
に
、 

 

鳴
武
羅
能
陀
該
儞
（
峰
群
嶺
）〈
平
上
平
平
平
上
上
〉 

 

と
あ
り
、
図
書
寮
本
巻
一
四
・
一
三
六
行
、
兼
右
本
巻
一
四
・
一
〇
丁
オ
モ
テ
一
行
、
内
閣
本
巻

一
四
・
九
丁
オ
モ
テ
八
行
に
同
じ
声
点
「
平
上
」
を
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
同
じ
箇
所
を
熱
田
本
は

〈
上
上
平
平
平
上
平
〉、
前
田
本
は
〈
平
上
平
○
平
上
上
〉
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
「
た
け
」
の
声

点
は
い
ず
れ
も
ほ
か
と
同
じ
「
平
上
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
兼
右
本
巻
七
・
二
一
丁
ウ
ラ
八
行
と
内
閣

本
巻
七
・
一
七
丁
ウ
ラ
三
行
と
に
「
翠
嶺
」
を 

 

ア
ヲ
キ
タ
ケ
〈
平
平
上
平
上
〉 

 

と
し
て
お
り
、「
た
け
」
が
や
は
り
「
平
上
」
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
こ
れ
ら
は
『
広
韻
』
に
お

け
る
声
調
と
対
応
し
て
い
る
。 
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第
三
に
、
ミ
語
法
の
「
み
」
は
、「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
第
一
九
号
、
四
二
七
頁
に
、「
山
高
み
」

を 

 

椰
摩
娜
箇
彌
〈
平
平
平
上
平
〉 

 　

と
し
て
お
り
、
図
書
寮
本
巻
一
三
・
一
八
五
行
、
内
閣
府
本
巻
一
三
・
一
一
丁
オ
モ
テ
一
行
に
そ
れ
を

確
認
で
き
る
。「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
で
は
、
熱
田
本
巻
一
三
・
一
六
五
行
に
お
い
て
も
声
点
を
同
じ

く
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
も
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
同

じ
箇
所
を
兼
右
本
は
〈
平
平
平
上
上
〉
と
し
て
お
り
、
例
外
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 　

第
四
に
、
名
詞
「
草
」
は
、「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
第
二
号
、
四
九
頁
に
「
草
の
」
を 

 

久
左
乃
（
平
平
平
） 

 

と
す
る
。
そ
れ
は
『
御
巫
本
・
日
本
書
紀
私
記
』
の
二
八
丁
オ
モ
テ
二
行
に
草
垣
葉
〈
久
左
乃
加
岐
波

毛
（
平
平
平
上
上
平
（
濁
）
上
）〉
と
確
認
で
き
る
。『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
対
応
す
る
。 

 　

第
五
に
、
動
詞
「
取
る
」
の
連
用
形
「
取
り
」
は
、「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
第
一
九
号
、
三
一
三

頁
に
「
棹
取
」
を 

 

佐
烏
刀
利
珥
〈
平
平
平
上
上
〉 

 

と
し
、
前
田
家
本
巻
一
一
・
四
五
行
、
北
野
本
巻
一
一
・
五
丁
ウ
ラ
三
行
、
兼
右
本
巻
一
一
・
四
丁
オ
モ

テ
五
行
に
そ
れ
を
確
認
で
き
る
。
内
閣
府
本
巻
一
一
・
三
丁
ウ
ラ
二
行
は
同
じ
箇
所
を
〈
平
上
平
上

上
〉
と
す
る
が
、「
と
り
」
の
声
点
は
「
平
上
」
で
動
か
な
い
。
こ
れ
も
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と

対
応
す
る
。 

 　

第
六
に
、
補
助
動
詞
「
か
ぬ
」
の
連
用
形
の
濁
音
化

）
12
（

  

と
、
接
続
助
詞
「
て
」
で
あ
る
。「
ア
ク
セ
ン

ト
史
資
料
」
第
一
九
号
、
一
一
九
頁
に
「
妻
枕
」
を 

 

都
磨
々
祁
哿
泥
底
〈
上
上
上
平
上
上
上
〉 

 

と
し
て
い
る
。
先
に
検
討
し
た
助
詞
を
も
含
め
た
形
で
、
前
田
家
本
巻
一
七
・
一
一
一
行
、
兼
右
本
巻

一
七
・
九
丁
ウ
ラ
二
行
、
内
閣
府
本
巻
一
七
・
九
丁
オ
モ
テ
二
行
に
そ
れ
を
確
認
で
き
る
。『
広
韻
』
に

お
け
る
声
調
と
対
応
す
る
。 

 　

第
七
に
名
詞
「
妹
」
と
、
名
詞
「
手
」
と
で
あ
る
。「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
」
第
一
九
号
、
六
〇
頁

に
「
妹
手
」
を 

 

伊
慕
我
堤
鳴
〈
平
上
上
平
上
〉 

 

と
し
て
、
先
に
検
討
し
た
助
詞
を
も
含
め
た
形
で
、
前
田
家
本
巻
一
七
・
一
一
五
行
、
図
書
寮
本
巻

一
七
・
一
〇
行
、
兼
右
本
巻
一
七
・
九
丁
ウ
ラ
八
行
、
内
閣
府
本
巻
一
七
・
九
丁
オ
モ
テ
七
行
に
そ
れ
を

確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
対
応
し
て
い
る
。 

 　

今
度
は
『
図
書
寮
本　

類
聚
名
義
抄
』
を
見
る
。
該
当
す
る
語
は
「
さ
が
し
」
で
あ
る
。「
嵯
峨
」

と
お
ぼ
し
き
部
分
は
損
失
が
激
し
く
明
瞭
に
読
み
取
れ
な
い
が
、
ほ
か
の
表
記
に
複
数
の
〈
サ
ガ
シ
〉

と
い
う
訓
詁
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
「
峻
峭
」
な
ど
に
［
平
平
（
濁
）
上
］
と
い
う
声
点
が
見
ら

れ
、「

嶢
」
な
ど
に
〈
タ
カ
ク
サ
ガ
シ
［
平
上
平
平
平
（
濁
）
平
］〉
と
い
う
声
点
が
見
ら
れ
る
。「
崔

嵬
」
に
は
そ
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。「
崔
嵬
」
の
訓
詁
に
あ
る
複
数
の
声
点
間
の
差
異
は
出
典
（『
白
氏

文
集
』、『
文
選
』）
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
の
歌
謡
に
お
け
る
「
さ
が
し
」
の
声
点
が
「
平

平
上
」
で
あ
れ
ば
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
対
応
し
、「
平
平
平
」
で
あ
れ
ば
「
さ
が
し
」
の
「
し
」

の
み
が
対
応
し
な
い
。 

 　

最
後
に
『
観
智
院
本　

類
聚
名
義
抄
』
を
見
る
。
該
当
す
る
語
は
「
あ
ら
れ
」「
取
る
」
で
あ
る
。 

 　

第
一
に
、
名
詞
「
あ
ら
れ
」
は
、
法
下
（
三
五
丁
ウ
ラ
五
行
）
に 



―
 1

7
 ―

 

雹
〈
歩
角
反　

ア
ラ
レ
（
上
上
上
）
／
和
ハ
リ　

ハ
ウ
〉 

 

と
あ
り
、
声
点
は
「
上
上
上
」
で
あ
る
。『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
対
応
し
て
い
る
。 

 　

第
二
に
、
動
詞
「
取
る
」
の
終
止
形
は
、
僧
中
（
二
七
丁
ウ
ラ
）
に 

 

取
取
〈
正
通
音
趣
／
ト
ル
（
平
上
）〉 

 

と
あ
り
、
声
点
は
「
平
上
」
で
あ
り
、『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 　

残
る
「
き
し
ま
」
は
容
易
に
声
点
が
見
つ
か
ら
な
い
も
の
の
、「
耆
資
麼
」
が
「
杵
島
」
で
あ
る
な

ら
、「
杵
」
が
低
起
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
の
で
、
金
田
一
法
則
に
よ
り
低
起
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
。 

 　

ま
た
、
こ
れ
が
三
字
の
複
合
名
詞
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
犬
飼
隆
氏
「
古
代
語
の
文
音
調
を
再
現
す

る
試
み
」（『
文
法
と
音
声
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
九
九
年　

所
収
、
二
三
二
頁
～
二
三
四
頁
）
の
説

を
援
用
で
き
る
。
左
に
引
用
す
る
（
横
書
き
の
も
の
を
縦
書
き
に
、
表
は
形
を
変
え
て
記
載
し
た
。
調
値
の
後
の

数
字
は
数
を
表
す
）
。 

 　

念
の
た
め
複
合
し
て
３
拍
に
な
っ
た
も
の
を
み
て
み
る
と
、
表
３
（H

H
H

 38, H
H

L
 9

, H
H

A
 

1
, H

L
H

 1
, H

L
L

 4
, L

H
H

 6
, L

H
L

 15, L
L

D
 1

, L
L

H
 11, L

L
L

 35, A
L

L
 1

）
の
と
お
り
で
あ

る
。
全
高
と
全
低
へ
の
集
中
が
四
拍
よ
り
も
著
し
く
、
本
来
な
ら
平
ら
な
も
の
が
語
形
が
長
く
な

る
と
末
尾
が
下
が
る
／
上
が
る
と
い
う
仮
説
を
支
持
す
る
傾
き
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に

も
、「
か
ひ
ご
」
が
観
智
院
本
の
僧
下
でL

L
L

、
法
下
でL

L
H

と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
。
…
…

（
中
略
）
…
… 

 　

上
に
記
述
し
た
現
象
を
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
の
は
、
次
の
解
釈
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
末
期
の

名
詞
の
複
合
に
伴
う
ア
ク
セ
ン
ト
の
調
整
は
、
全
高
ま
た
は
全
低
の
平
ら
な
形
に
な
ら
す
の
が
基

本
で
あ
っ
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…
し
か
し
、
複
合
し
た
後
の
語
形
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
全

高
ま
た
は
全
低
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
末
尾
の
み
高
く
な
る
／
低
く
な
る
形
で

実
現
す
る
。
…
…
（
後
略
）
…
… 

 

さ
ら
に
犬
飼
氏
は
、
複
合
し
た
後
の
語
形
に
お
い
て
末
尾
の
み
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
る
理
由
に
つ
い

て
、
前
掲
論
文
「
万
葉
人
の
声
再
現
の
試
み
」
二
〇
頁
に
次
の
よ
う
に
記
す
。 

 

…
…
（
前
略
）
…
…
高
起
式
の
末
尾
の
Ｌ
は
「
へ
」
の
字
型
に
自
然
に
下
が
っ
た
、
低
起
式
の
末

尾
の
Ｈ
は
下
げ
続
け
る
筋
肉
運
動
が
ゆ
る
ん
だ
と
説
明
で
き
ま
す
。
…
…
（
後
略
）
…
… 

 

こ
れ
を
援
用
す
れ
ば
、「
き
し
ま
」
が
低
起
式
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
場
合
「
平
平
平
」
で
あ
る
可
能
性

が
最
も
高
い
が
、
低
い
音
を
維
持
し
続
け
ら
れ
ず
「
平
平
上
」
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
を
取
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。 

 　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
後
に
掲
げ
る
表
３
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
分
母
を
一
・
二
に
大
別

し
、
分
子
を
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
と
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
が
対
応
す
る
二
十
二
字
と
し
て
平
安
ア

ク
セ
ン
ト
と
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
の
対
応
率
を
導
く
。 

 　

一
三
十
一
字
す
べ
て 

 　

二
「
し
」「
ま
」
の
二
字
を
除
い
た
二
十
九
字 

 

直
截
的
な
〈
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
〉
の
な
い
「
き
」「
し
」「
ま
」
三
字
の
う
ち
、
低
起
式
ア
ク

セ
ン
ト
と
目
さ
れ
る
「
杵
島
」
の
「
き
」
は
低
平
調
（
平
声
）
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、
残
る
二
字

の
ア
ク
セ
ン
ト
は
不
明
で
あ
る
た
め
。 

 　

導
か
れ
る
対
応
率
は
、 

 　

一
三
十
一
分
の
二
十
二
で
お
よ
そ
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

 　

二
二
十
九
分
の
二
十
二
で
お
よ
そ
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。 
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つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
対
応
す
る
。
ま
た
い
ず
れ
の
場
合
も
、 

 　

㈠
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
と
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
が
対
応
す
る
と
断
言
で
き
か
ね
る
九
字 

 

す
な
わ
ち
〈
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
〉
に
『
広
韻
』
の
声
調
と
対
応
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
が
見
ら
れ

る
が
、
同
時
に
例
外
と
な
る
ア
ク
セ
ン
ト
が
見
ら
れ
た
り
、
対
応
し
な
い
可
能
性
が
あ
っ
た
り
す

る
七
字
（
名
詞
「
霰
」
の
「
あ
」・
動
詞
「
降
る
」
の
活
用
語
尾
「
る
」・
格
助
詞
「
の
」・
形
容
詞
「
さ
が
し
」

の
活
用
語
尾
「
し
」・
ミ
語
法
の
「
み
」・「
草
」
の
「
さ
」・
補
助
動
詞
「
が
ぬ
（
か
ぬ
の
濁
音
化
）」
の
連
用
形
の

一
部
「
ね
」） 

　

㈡  

〈
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
〉
に
該
当
す
る
用
例
が
な
い
が
、
先
行
研
究
か
ら
対
応
す
る
可
能
性
の

あ
る
「
資
」「
麼
」
の
二
字 

 

の
う
ち
、
対
応
す
る
字
が
増
え
る
ほ
ど
対
応
率
は
上
昇
す
る
。 

 　

前
掲
論
文
に
お
い
て
高
山
氏
は
「『
対
応
』
率
が
比
較
的
高
い
歌
謡
」
と
題
し
て
「
平
声
字
と
１
声

点
、
仄
声
字
と
２
声
点
［
稀
に
３
声
点
（
去
声
点
）］
の
『
対
応
』
率
を
書
紀
歌
謡
全
体
に
つ
い
て
見

た
」
表
を
載
せ
、「
お
お
よ
そ
の
見
当
を
つ
け
る
た
め
の
方
便
と
し
て
」
と
断
り
つ
つ
、
そ
の
率
が

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
書
紀
歌
謡
の
文
字
選
択
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
を
見
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う

な
ら
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
文
字
選
択
に
も
ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。 

 　

高
山
氏
は
同
論
文
で
、「
陰
陽
・
漢
音
呉
音
・
又
音
・
声
点
や
本
文
の
異
同
等
々
の
諸
問
題
を
あ
れ

こ
れ
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
か
な
り
『
対
応
』
率
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
、
恣
意
に
流
れ
る
危
険
性
が

高
い
」
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
高
山
氏
を
は
じ
め
先
学
が
戒
め
る
と
お
り
、
奈
良
時
代
の
ア
ク
セ
ン

ト
を
推
定
す
る
こ
と
に
は
非
常
に
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上
、
歌
謡
で
あ
る
こ
と
、
中
央
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
一
視
し
て
よ
い
か
ど
う
か
等
の
問
題
は
あ
る
。
先
の
検
討
で
の
㈠
・
㈡
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
無
暗
に
九
字
す
べ
て
が
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
と
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
が
対
応
す
る

と
は
判
断
し
か
ね
る
。
一
方
で
、
二
十
三
字
以
上
、
場
合
に
よ
っ
て
は
三
十
一
字
す
べ
て
が
対
応
す
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
今
回
の
推
定
に
ず
れ
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
控
え

め
な
判
断
を
し
た
と
し
て
も
、
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
文
字
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
選
ば
れ

た
可
能
性
は
残
る
。 

 　

最
後
に
、
本
論
の
冒
頭
で
触
れ
た
校
異
の
問
題
に
立
ち
返
り
た
い
。
校
異
の
う
ち
「
杵
島
の
」
の

「
の
（
校
訂
後
の
歌
謡
で
は
「
能
」）」
と
「
さ
が
し
み
と
」
の
「
と
（
校
訂
後
の
歌
謡
で
は
「
台
」）」

と
は
校
訂
に
用
い
た
諸
本
い
ず
れ
も
異
な
る
字
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
熊
」
と
「
占
」

と
で
あ
る
。
対
応
率
を
検
討
す
る
場
合
に
最
初
か
ら
こ
の
二
字
を
除
い
て
み
る
と
、
二
十
九
字
の
う
ち

二
十
一
字
が
対
応
す
る
た
め
、
対
応
率
は
お
よ
そ
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
更
に
〈
平
安
ア
ク
セ
ン

ト
資
料
〉
に
該
当
す
る
用
例
の
な
い
「
資
」「
麼
」
の
二
字
を
除
け
ば
、
対
応
率
は
七
四
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
る

）
13
（

  

。 

 　

ま
た
『
万
葉
緯
』
は
こ
の
歌
謡
の
二
句
目
を
「
耆
資
麼
能
多
塏
塢
」
で
は
な
く
「
耆
資
麼
加
多
箕

塢
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
杵
島
の
嶽
を
」
で
は
な
く
、「
杵
島
が
嶽
を
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

平
安
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
格
助
詞
「
が
」
は
高
平
調
（
上
声
）
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、『
広

韻
』
に
お
い
て
「
加
」
は
下
平
声
で
あ
り
、
対
応
が
見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
先
に
対
応
を
断
言
で
き

か
ね
た
九
字
と
同
じ
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
先
の
九
字
に
は
対
応
す
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い

た
。
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
文
字
選
択
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
逆
説

的
に
、「
杵
島
」
に
続
く
助
詞
は
「
が
」
よ
り
も
「
の
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
諸
本
の
「
熊
」

が
「
能
」
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。 
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表
３　

平
安
ア
ク
セ
ン
ト
と
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
の
比
較
（
西
海
道
風
土
記　

乙
類
・
歌
謡
）

※
両
者
が
対
応
す
る
場
合
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
、
対
応
し
な
い
声
点
／
調
類
は
（　

）
で
示
し
た
。

婀　
　

あ

邏　
　

ら

礼　
　

れ

符　
　

ふ

縷　
　

る

平
安
ア
ク
セ
ン
ト

上

上

上

平

（
平
）・
上

広
韻

上
・（
下
平
）

去

上

上
平

上

耆　
　

き

資　
　

し

麼　
　

ま

能　
　

の

多　
　

た

塏
　　

け

塢　
　

を

平
安
ア
ク
セ
ン
ト

平

平
・（
上
）

（
平
）・
上

平
・
上

平

上

上

広
韻

上
平

上
平

上

上
・
去
・

上
平
・
下
平

下
平

上

上

嵯　
　

さ

峨　
　

が

紫　
　

し

彌　
　

み

台　
　

と

平
安
ア
ク
セ
ン
ト

平

平

（
平
）・
上

平
・（
上
）

平

広
韻

上
平
・
下
平

下
平

上

上
平

上
平

區　
　

く

縒　
　

さ

刀　
　

と

理　
　

り

我　
　

が

泥　
　

ね

底　
　

て

平
安
ア
ク
セ
ン
ト

平

平

平

上

上

上

上

広
韻

上
平
・
下
平

上
平
・

（
上
・
入
）

下
平

上

上

（
上
平
）・
去

上

伊　
　

い

母　
　

も

我　
　

が

提　
　

て

塢　
　

を

刀　
　

と

縷　
　

る

平
安
ア
ク
セ
ン
ト

平

上

上

平

上

平

上

広
韻

上
平

上

上

上
平

上

下
平

上
 

五　

口
承
文
芸
を
鑑
賞
に
堪
え
得
る
記
載
文
学
に 

 　

一
字
一
音
式
に
歌
謡
を
表
記
す
る
こ
と
は
、
口
承
文
芸
で
あ
る
歌
謡
を
記
載
文
学
と
し
て
写
し
取
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
音
に
よ
る
記
載
は
訓
に
よ
る
記
載
と
比
べ
て
声
に
出
し
た
と
き
の
よ
み
方
が
限

定
さ
れ
、
歌
謡
が
音
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
再
現
性
は
高
く
な
る
。
だ
が
そ
の
選
択
は
同

時
に
、
漢
字
の
表
語
文
字
と
し
て
の
側
面
を
捨
象
し
て
し
ま
う
。 

 　

西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
表
記
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
を
通
じ
て
そ
の
口
承
文
芸
と
し
て
の
歌

謡
の
再
現
性
を
高
め
た
。
同
時
に
、
そ
こ
に
は
自
立
語
（
詞
）
と
付
属
語
（
辞
）
と
を
対
照
さ
せ
る
意

識
の
萌
芽
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。
金
田
一
春
彦
氏
「
金
光
明
最
勝
王
經
音
義
に
見
え
る
一
種
の
萬
葉

假
名
遣
に
就
い
て
」（『
國
語
と
國
文
學
』
一
九
四
七
年
、
十
一
月
号
）
の
二
章
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

抑
々
、「
金
光
明
最
勝
王
經
音
義
」（
以
下
「
こ
の
音
義
」
と
略
稱
す
る
）
の
和
訓
は
、
總
て
萬
葉

假
名
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
今
、
そ
の
假
名
の
使
用
状
況
を
檢
討
す
る
の
に
、
音
節
に
よ
ッ
て

二
種
の
萬
葉
假
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
そ
の
用
例
を
比
較
し
て
見
る

と
、
同
じ
種
類
の
語
に
對
し
て
常
に
そ
の
一
方
だ
け
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が

々
見
出
だ
さ
れ

る
の
で
あ
る
。 

 　

即
ち
、
そ
の
顕
著
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、 

 

［
１
］（
括
弧
の
形
状
は
原
文
と
異
な
る 

― 

宮
川
注
）「
し
」
の
音
節
に
對
し
て
、「
之
」「
志
」

二
種
類
の
假
名
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
之
」
の
用
例
が
三
十
三
箇
、「
志
」
の
用
例
が
十
箇
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あ
る
が
、
形
容
詞
の
語
尾
の
「
し
」
に
は
常
に
「
之
」
が
用
い
ら
れ
、「
志
」
が
用
い
ら
れ

た
例
は
一
つ
も
な
い
。
…
…
（
中
略
）
…
…
こ
の
音
義
の
和
訓
に
お
い
て
同
一
の
音
節
に
對

し
て
二
種
類
の
萬
葉
假
名
が
、
語
の
種
類
に
よ
ッ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
は
顕
著
な
事

實
で
あ
ッ
て
、
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
文
獻
に
用
い
ら
れ
て
い
る
萬
葉
假
名
に
は
あ
る

種
類
の
假
名
遣
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…（
後
略
）

…
… 

 

こ
の
よ
う
に
説
い
た
後
、
金
田
一
氏
は
こ
の
假
字
遣
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
論
じ
、 

 

《
金
光
明
最
勝
王
經
音
義
の
和
訓
に
お
け
る
萬
葉
假
名
は
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
ッ
て
使
い
分
け

ら
れ
て
い
る
》 

 

と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。 

 　

文
献
と
し
て
の
性
質
は
異
な
る
が
、
文
字
選
択
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
限
り
、
西
海
道
風
土
記
乙
類

歌
謡
の
表
記
も
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
に
お
け
る
も
の
と
同
様
の
意
識
が
は
た
ら
い
た
結
果
と
捉
え
ら

れ
る
。
金
田
一
氏
の
導
い
た
結
論
は
文
字
選
択
に
語
の
種
類
の
反
映
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
も
の

の
、
論
証
の
過
程
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
語
の
種
類
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
た
場
合
と
ア
ク
セ
ン

ト
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
た
場
合
と
で
同
じ
よ
う
な
文
字
選
択
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
も
、
文
字
選
択
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
語
の
種
類
に
よ
る
書
き

分
け
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
そ
の
逆
も
ま
た
な
い
。 

 　

同
時
に
、
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
筆
録
者
は
音
韻
の
再
現
を
優
先
し
つ
つ
、
何
と
か
し
て
歌
意

を
表
そ
う
と
試
行
錯
誤
す
る
な
か
で
「
嵯
峨
紫
」
と
い
う
表
現
に
辿
り
つ
い
た
の
だ
ろ
う
。
さ
て
、
こ

の
歌
謡
に
お
い
て
「
嵯
峨
紫
」
以
外
の
語
に
、
音
韻
だ
け
で
な
く
字
義
を
も
的
確
に
表
す
字
音
仮
名
の

連
な
り
を
見
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
ら
れ
・
ふ
る
・
き
し
ま
・
た
け
・
く
さ
・
と

る
・
い
も
・
て
…
…
一
つ
ひ
と
つ
思
い
浮
か
べ
て
み
て
も
、
そ
の
可
能
性
は
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
な
い

に
せ
よ
、
極
め
て
低
い
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、「
嵯
峨
」
と
い
う
漢
語
表
現
を
字
音
仮
名
と
し

て
捉
え
直
し
、
表
記
に
使
用
で
き
る
こ
と
を
見
出
だ
し
た
筆
録
者
の
歓
び
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

 　

西
海
道
風
土
記
乙
類
は
先
行
研
究
に
お
い
て
文
人
趣
味
的
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
以
上
の

検
討
か
ら
そ
の
評
価
は
歌
謡
の
表
記
に
対
し
て
も
有
効
だ
と
考
え
る
。
こ
の
表
記
に
は
、
形
容
詞
「
さ

が
し
」
の
字
音
仮
名
の
工
夫
を
中
心
と
し
て
、
音
韻
と
し
て
も
字
義
と
し
て
も
相
応
し
い
表
現
を
探
し

た
跡
を
窺
え
る
。〈
文
人
趣
味
的
な
西
海
道
風
土
記
乙
類
〉
と
言
う
時
、
本
来
は
「
さ
が
し
」
の
字
音

仮
名
の
工
夫
に
表
れ
た
よ
う
な
、
漢
籍
の
知
識
に
基
づ
く
表
現
を
指
し
て
言
う
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
字

音
仮
名
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
あ
る
い
は
語
の
種
類
を
表
そ
う
と
し
た
こ
と
も
文
人
趣
味
の
一
端

と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
音
韻
を
表
す
も
の
と
し
て
の
漢
字
と
表
語
文
字
と
し
て
の
漢

字
と
の
、
い
ず
れ
を
よ
り
生
か
し
て
国
語
を
写
し
取
る
か
と
い
う
せ
め
ぎ
あ
い
の
な
か
で
行
わ
れ
た
繊

細
で
濃
や
か
な
文
字
選
択
、
そ
れ
こ
そ
が
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
表
記
の
特
色
で
あ
る
。
こ
の
歌
を

目
で
読
む
だ
け
で
、
字
音
仮
名
の
原
音
調
類
を
知
る
者
は
そ
の
抑
揚
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
、

字
音
仮
名
の
字
義
を
知
る
も
の
は
そ
の
歌
意
の
一
部
、
す
な
わ
ち
「
杵
島
の
嶽
」
の
様
子
を
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
録
者
は
こ
の
表
記
に
よ
っ
て
、
本
来
は
口
承
文
芸
で
あ
る
歌
謡
を
黙
読
に
堪

え
得
る
、
ひ
い
て
は
鑑
賞
に
堪
え
得
る
記
載
文
学
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
え
よ
う
。 
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六　

お
わ
り
に 

 　

本
稿
の
核
と
な
る
ア
イ
デ
ィ
ア
の
口
頭
発
表
は
、
上
智
大
学
国
文
学
会　

平
成
二
十
九
年
度　

夏
季

大
会
（
二
〇
一
七
年
七
月
一
日
、
於　

上
智
大
学
）
に
て
行
っ
た
。
そ
の
内
容
に
諸
先
生
方
か
ら
御
意

見
を
頂
戴
し
、
執
筆
・
投
稿
し
た
「
西
海
道
風
土
記
乙
類
歌
謡
の
文
字
選
択
」
を
二
〇
一
八
年
三
月
発

行
の
『
風
土
記
研
究
』
第
四
〇
号
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
、
更
に
諸
先
生
方
か
ら
御
批
正

を
賜
り
、
前
稿
の
誤
を
で
き
る
限
り
改
め
、
一
部
を
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
次
の
理
由
に

よ
り
、「
再
考
」
と
題
し
つ
つ
結
論
を
大
幅
に
変
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
結
論
を
導
く
過
程
も
そ
の
ま
ま

に
し
た
部
分
が
あ
る
。 

 　

前
稿
で
は
平
安
ア
ク
セ
ン
ト
と
『
広
韻
』
に
お
け
る
声
調
と
の
比
較
に
つ
い
て
、
力
不
足
で
正
確
を

期
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
森
博
達
氏
が
日
本
語
学
会　

二
〇
一
八
年
度　

秋
季
大
会

（
二
〇
一
八
年
十
月
十
三
日
、
於　

岐
阜
大
学
）
に
お
い
て
「
西
海
道
乙
類
風
土
記
の
音
韻
と
語
法
に

つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
御
発
表
の
な
か
で
訂
正
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
そ
の
結
論

に
従
い
た
い
。 

 

注  （
１
）
小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
學
と
中
國
文
學　

上
』（
六
六
六
頁
～
六
六
八
頁
）　

第
四
篇　

風
土
記
の

述
作　

第
二
章　

諸
國
風
土
記
の
述
作
（
四
）
豊
後
・
肥
前

國
風
土
記
な
ら
び
に
そ
の
逸
文 

 

こ
れ
は
實
用
的
な
地
誌
よ
り
も
、
文
學
的
地
誌
を
ね
ら
つ
た
も
の
と
も
云
へ
る
。
こ
の
や
う
な
傾

向
が
逸
文
乙
類
の
中
に
著
し
い
こ
と
は
、
乙
類
の
撰
者
が
漢
籍
読
破
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

…
…
（
中
略
）
…
…
或
は
趣
味
的
に
文
藻
豐
か
に
書
い
た
（
或
は
書
か
し
め
た
）
の
が
乙
類
で
は
な

か
つ
た
か
。
…
…
（
中
略
）
…
…
逸
文
乙
類
に
軍
防
上
の
記
載
の
み
え
な
い
こ
と
は 
― 
偶
然
性
も

あ
り
得
る
が 

― 

、
乙
類
が
實
用
性
公
用
性
の
な
い
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
風
土
記
の
性
質
よ
り
云

へ
ば
、
こ
れ
は
や
は
り
ま
づ
い
。
乙
類
は
閼
宗
岳
の
條
の
如
く
筆
力
に
驅
ら
れ
て
、
む
し
ろ
文
學
と

し
て
「
書
く
た
め
の
風
土
記
」
で
は
な
か
つ
た
か
。
…
…
（
後
略
）
…
… 

 （
２
）
校
本
『
肥
前
国
風
土
記
』
実
観
本
（
内
甲
本
・
南
葵
本
・
義
勝
本
・
岩
崎
本
・
纂
註
本
を
対
校
）、
真
風
本
、

久
老
本
を
比
較
し
た
。 

 

校
本
『
肥
前
国
風
土
記
』
実
観
本
（
上
）（
藤
井
恵
子
氏
、『
風
土
記
研
究
』
二
〇
巻
、
一
九
九
五
年
） 

 

校
本
『
肥
前
国
風
土
記
』
実
観
本
（
下
）（
藤
井
恵
子
氏
、『
風
土
記
研
究
』
二
一
巻
、
一
九
九
五
年
） 

 『
真
風
本　

肥
前
国
風
土
記
』（
複
製
、『
風
土
記
研
究
』
二
一
巻
、
一
九
九
五
年
） 

 『
肥
前
風
土
記
』（
荒
木
田
久
老　

校
正
、
積
玉
圃
河
内
屋
喜
兵
、
寛
政
一
二
年
） 

 　

校
異
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 「
志 

１ 

努
波
羅
能　

意
登
比
賣
能
古 

２ 

素　

佐
比
登
由
母　

爲 

３ 

祢 

４ 

弖
牟
志
太 

５ 

夜　

伊
幣 

６ 

爾
久
太
佐
牟
」 

 

１
． 

内
甲
本
は
「
努
」
を
「
怒
」
と
し
て
「
ノ
」
と
訓
む
。
他
は
す
べ
て
「
努
」
に
作
る
が
、
義
勝
本
と

真
風
本
と
は
「
ノ
」
を
振
り
、
岩
崎
本
と
久
老
本
と
は
「
ヌ
」
を
振
る
。 

 

２
． 

岩
崎
本
は
「
素
の
下
部
が
「
京
」
の
旁
と
な
っ
た
字
（
凸
）」
と
あ
り
、
纂
註
本
は
「
素
（
凸
）」
と

あ
り
、
久
老
本
は
「
凸
」
と
し
て
「
ヲ
」
と
訓
む
。 

 

３
． 

内
甲
本
が
「
祢
」
を
「
禰
」
と
す
る
。 

 

４
． 

南
葵
本
が
「
弖
」
の
三
画
目
を
二
つ
に
分
け
て
そ
の
初
め
を
長
く
、
最
終
画
を
短
く
作
る
。 

 

５
． 「
夜
」
に
義
勝
本
、
真
風
本
は
「
ヨ
」
を
振
る
。 

 

６
． 

義
勝
本
、
真
風
本
、
久
老
本
は
「
尓
」
に
作
る
が
、
同
字
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 （
３
）「
志
努
波
羅
」
の
「
努
」
は
「
の
」
で
あ
る
と
し
て
も
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
に
お
い
て
甲
類
で
あ
り
、「
能
」

と
は
別
音
節
で
あ
る
の
で
、書
き
分
け
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。「
意
登
比
賣
能
古
素
」が「
意
登
比
賣
能
古
袁
」

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ア
行
の
「
意
」
と
ワ
行
の
「
袁
」
と
は
別
音
節
で
あ
る
の
で
、
書
き
分
け
と
は
考
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え
ら
れ
な
い
。 

 （
４
）『
万
葉
集
注
釈
』
の
国
文
研
貴
重
書
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
仁
和
寺
本
、
書
陵
部
蔵
本
を
比
較
し
た
。 

 『
万
葉
集
註
釈　

国
文
研
貴
重
書
』
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
請
求
記
号

：9
9
 

― 7
9
 

― 2

～6
, 

書
誌U

R
L

：h
ttp

://d
b
rec.n

ijl.ac.jp
/K

T
G

_
B

_
2
0
0
0
0
6
8
5
6
 

 『
金
沢
文
庫
本
万
葉
集
巻
第
十
八　

中
世
万
葉
学
』
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫　

編
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四

年 

 『
万
葉
集
註
釈　

仁
和
寺
蔵
』
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室　

編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
一

年 

 『
万
葉
集
註
釈　

書
陵
部
蔵
本
』
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
請
求
記
号

：2
0
 

― 3
2
3
 

― 2
, 4

2
9

コ
マ

, A
, 

書
誌U

R
L

：h
ttp

://d
b
rec.n

ijl.ac.jp
/K

T
G

_
B

_
1
0
0
0
6
9
6
0
3
 

 　

校
異
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 「
婀
邏
礼 

１ 

符 

２ 

縷　

耆
資 

３ 

麼 

４ 
能
多 

５ 

塢　

 

６ 

嵯 

７ 

峨
紫 

８ 

彌 

９ 

台　

 

１０ 

區
縒 

１１ 

刀
理
我
泥 

１２ 

底　

伊
母
我
提

 

１３ 

塢
刀 

１４ 

縷
」 

 

１
． 

竹
冠
と
草
冠
と
は
く
ず
し
字
で
は
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
る
の
で
、
い
ず
れ
と
も
判
じ
ら
れ
そ
う
だ

が
、
現
行
の
諸
注
釈
い
ず
れ
も
「
符
」
と
し
、
先
行
研
究
（
本
稿
注
９
）
に
お
い
て
用
字
の
親
和
性

を
指
摘
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
に
も
音
仮
名
「
苻
」
の
用
例
は
な
い
た
め
、「
符
」
に
従
う
。
た
だ
し
、

本
論
で
問
題
と
し
て
い
る
声
調
に
つ
い
て
は
、『
広
韻
』
で
い
ず
れ
も
同
じ
声
調
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

 

２
． 

国
文
研
貴
重
書
、
書
陵
部
蔵
本
「
液
」、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
仁
和
寺
本
「
涓
」
に
作
る
が
、
同

字
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

３
． 

仁
和
寺
本
「
麿
」、
書
陵
部
蔵
本
欠
く 

 

４
． 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
仁
和
寺
本
、
国
文
研
貴
重
書
、
書
陵
部
蔵
本
「
熊
」 

 

５
． 

国
文
研
貴
重
書
「
愷
」
た
だ
し
、
本
論
で
問
題
と
し
て
い
る
声
調
に
つ
い
て
は
、『
広
韻
』
で
「

」

と
同
じ
声
調
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

 

６
． 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
「
嗟
」
も
し
く
は
「『
嵳
』
の
旁
を
略
し
た
字
」、仁
和
寺
本
「『
嵯
』
の
旁
が
俗
字
」 

 

７
． 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
「
峩
」 

 

８
． 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
仁
和
寺
本
、
国
文
研
貴
重
書
、
書
陵
部
蔵
本
「
旭
」 

 

９
． 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
仁
和
寺
本
、
国
文
研
貴
重
書
、
書
陵
部
蔵
本
「
占
」 

 

10
． 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
仁
和
寺
本
、
国
文
研
貴
重
書
、
書
陵
部
蔵
本
「
缶
」
に
も
見
え
る 

 

11
． 

仁
和
寺
本
「
刀
理
我
」
を
重
複
し
て
記
す
。
衍
字
と
見
る
。 

 

12
． 

仁
和
寺
本
「
底
」
を
欠
く 

 

13
． 

い
ず
れ
も
玉
偏
（
王
）
の
「
線
」
に
見
え
る
が
、
現
行
の
諸
注
釈
い
ず
れ
も
「
塢
」
と
し
、
先
行
研

究
［
本
稿　

注
（
10
）］
に
お
い
て
用
字
の
親
和
性
を
指
摘
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
に
も
音
仮
名
「
線
」

の
用
例
は
な
い
た
め
、「
塢
」
に
従
う
。
た
だ
し
、
本
論
で
問
題
と
し
て
い
る
声
調
に
つ
い
て
は
、『
広

韻
』
で
い
ず
れ
も
同
じ
声
調
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

 

14
． 

国
文
研
貴
重
書
、
書
陵
部
蔵
本
「
液
」、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
仁
和
寺
本
「
克
」
に
作
る
が
、
同

字
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 （
５
）『
広
韻
』
に
お
い
て
の
「
占
」
と
「
台
」
と
の
差
を
確
認
す
る
。『
広
韻
』
は
『
校
正
宋
本
広
韻　

附
索

引
』（
中
華
民
國
八
十
三
年
、
藝
文
印
書
館
）
に
拠
っ
た
（
以
下
同
じ
）。 

 「
占
」
はp

. 2
2
6

「（
鹽
）
詹
下
平
、
章
豔
切
」
な
ら
び
にp

. 4
4
4

「（

）
占
去
、
章
豔
切
・
職
鹽
切
」 

 「
台
」
はp

. 5
9

「
之
上
平
、
音
胎
」
な
ら
び
にp

. 1
0
0

「（

）
胎
上
平
」
で
あ
る
。 

 「
台
」
は
「
苔
」（『
広
韻
』
で
はp

. 1
0
0

「（

）
臺
上
平
」）
と
同
様
に
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
に
お
い
て

乙
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
刀
」
と
は
別
音
節
で
あ
り
、
書
き
分
け
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

 （
６
）
古
風
土
記
歌
謡
の
表
記
は
原
則
と
し
て
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
っ
た
。 

 『
日
本
古
典
文
学
大
系
２　

風
土
記
』（
秋
本
吉
郎
氏　

校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
） 

 （
７
）
た
と
え
ば
日
本
古
典
全
書
（
久
松
潛
一
氏　

校
註
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
九
年
）
は
「
白
鳥
の

羽
が　

堤
を　

つ
つ
む
と
も　

在
ら
ふ
間
も
憂
き
は　

壊
え
」
と
し
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
植
垣

節
也
氏　

校
注
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
は
「
あ
ら
ふ
ま
」
以
降
、
五
字
を
不
明
と
し
「
う
き
は
こ
え
」

と
結
び
、
頭
注
で
「
後
半
に
誤
脱
が
あ
り
、
解
し
難
い
。」
と
す
る
な
ど
、
解
釈
に
よ
っ
て
は
変
字
法
で

あ
る
と
言
え
な
い
可
能
性
も
あ
る
。 
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 （
８
）「
女
久
女
」
を
「
万
久
母
」
と
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
や
日
本
古
典
全
書
の
解
釈
に
従
え
ば
、
そ
の

よ
う
な
結
果
が
出
る
。
た
と
え
ば
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
は
頭
注
に
お
い
て
「
訓
む
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
し
て
お
り
、
疑
問
が
残
る
。 

 （
９
）
音
仮
名
「
が
」
に
用
い
ら
れ
る
字
の
検
討
は
主
に
次
の
三
つ
の
研
究
に
拠
っ
た
。 

 

①
植
垣
節
也
氏
『
風
土
記
の
研
究
並
び
に
漢
字
索
引
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
二
年
） 

 

② 

大
野
透
氏
『
萬
葉
假
名
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
二
年
）『
続
・
萬
葉
假
名
の
研
究
』（
高
山
本
店
、

一
九
七
七
年
） 

 

③ 

北
川
和
秀
氏
「
西
海
道
風
土
記
の
字
音
仮
名
に
つ
い
て
」（『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究

一
九
』、
一
九
九
九
年
） 

 

た
だ
し
、
前
稿
に
誤
り
を
認
め
た
の
で
次
の
と
お
り
改
め
た
。 

 

一
． 

前
稿
で
は
「
加
」
を
「
が
」
の
音
仮
名
に
用
い
て
い
る
と
考
え
、
そ
れ
を
喉
音
に
含
め
て
い
た
。
森

博
達
氏
か
ら
、「
加
」
は
中
古
音
で
は
牙
音
と
な
る
旨
ご
批
正
を
頂
い
た
。 

 

二
． 

古
韓
音
「
義
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
し
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
、
お
詫
び
し
、
訂
正
す
る
。 

 （
10
）
乙
類
歌
謡
に
用
い
ら
れ
て
い
る
字
音
仮
名
は
『
日
本
書
紀
』
α
群
の
そ
れ
と
の
み
対
応
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
β
群
に
の
み
用
い
ら
れ
る
字
音
仮
名
を
も
用
い
て
い
る
。 

 　

北
川
和
秀
氏
は
「
西
海
道
風
土
記
の
字
音
仮
名
に
つ
い
て
」（『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究

一
九
』
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
、
大
野
晋
氏
が
日
本
書
紀
の
仮
名
字
母
に
つ
い
て
行
っ
た
指
摘
（「
婀
」

な
ど
の
複
雑
な
字
形
は
内
容
を
複
雑
ら
し
く
見
せ
る
た
め
に
普
通
使
わ
れ
て
い
た
「
阿
」
に
女
篇
を
加
え

て
「
婀
」
と
し
た
と
い
っ
た
原
理
が
は
た
ら
い
て
い
る
）
を
援
用
し
、
日
本
書
紀
の
字
音
仮
名
と
西
海
道

風
土
記
の
字
音
仮
名
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、 

 

乙
類
風
土
記
の
字
音
仮
名
が
日
本
書
紀
の
字
音
仮
名
と
そ
の
原
理
が
共
通
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。 

 

と
結
論
付
け
て
い
る
。
同
時
に
、 

 

○
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
名
に
代
表
さ
れ
る
古
韓
音
に
基
づ
く
も
の
、 

 

○
古
事
記
・
万
葉
集
を
初
め
と
す
る
多
く
の
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
中
国
六
朝
の
音
韻
に
基
づ
く
も
の
、 

 

○
日
本
書
紀
に
見
ら
れ
る
最
新
の
中
国
北
方
の
字
音
体
系
に
基
づ
く
も
の 

 

の
三
グ
ル
ー
プ
（
右
の
三
項
目
は
引
用
で
は
な
い 

― 

宮
川
注
）
を
検
討
し
、 

 

日
本
書
紀
の
字
音
仮
名
が
孤
立
的
で
、
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
乙
類
風

土
記
の
字
音
仮
名
が
こ
れ
と
類
似
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。 

 

と
考
察
す
る
。
ま
た
、
続
く
「
西
海
道
乙
類
風
土
記
の
字
音
仮
名
に
つ
い
て
」（『
風
土
記
の
表
現
』、

二
〇
〇
九
年
、
笠
間
書
院　

所
収
）
に
お
い
て
、 

 

ア
、 

甲
類
風
土
記
に
お
い
て
は
、
古
事
記
・
万
葉
集
・
日
本
書
紀
を
初
め
と
し
て
、
上
代
文
献
に
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
字
音
仮
名
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

イ
、 

乙
類
風
土
記
に
お
い
て
は
、
日
本
書
紀
独
自
の
字
音
仮
名
と
対
応
す
る
も
の
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。 

 

ウ
、 

乙
類
風
土
記
の
字
音
仮
名
に
は
、
古
事
記
・
万
葉
集
に
も
日
本
書
紀
に
も
用
い
ら
れ
な
い
も
の
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
日
本
書
紀
の
字
音
仮
名
の
原
理
と
対
応
す
る
も
の
が
あ
る
。 

 

と
述
べ
て
い
る
。
北
川
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
今
回
の
歌
謡
に
用
い
ら
れ
た
字
音
仮
名
と
『
日
本
書
紀
』

歌
謡
に
用
い
ら
れ
た
字
音
仮
名
と
を
比
較
す
る
と
、
所
謂
α
群
も
し
く
は
β
群
へ
の
偏
在
は
確
認
で
き
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、既
に
荻
原
千
鶴
氏
が
「
九
州
風
土
記
の
甲
類
・
乙
類
と
『
日
本
書
紀
』」（『
風
土
記
研
究
』

三
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）
に
お
い
て
触
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
文
字
（
婀
・
邏
・
符
・
耆
・
資
・
麼
・
塢
・
嵯
・
峨
・
台
・
区 

― 

宮
川
注
）
の
『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
分
布
状
況
は
、
そ
の
多
く
が
『
日
本
書
紀
』
全
般
、
す
な
わ
ち
α
群
・
β
群
の
双
方
に
わ
た
っ

て
い
る
が
、
…
…
中
略
…
…
こ
う
し
た
分
布
状
況
か
ら
す
る
と
、
乙
類
の
書
記
者
は
、
α
群
の
み
、

あ
る
い
は
β
群
の
み
、
と
い
っ
た
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、『
日
本
書
紀
』
全
般
の
表

記
に
な
じ
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 （
11
）『
広
韻
』
は
『
校
正
宋
本
広
韻　

附
索
引
』（
中
華
民
國
八
十
三
年
、藝
文
印
書
館
）
に
拠
っ
た
（
再
掲
）。 

 

一　

平
安
ア
ク
セ
ン
ト
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
①
～
⑥
を
参
考
と
し
た
。 

 

①『
御
巫
本　

日
本
書
紀
私
記　

声
点
付
和
訓
索
引
「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
索
引
」
第
二
号
』 
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（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
、
一
九
八
四
年
） 

 

② 『
乾
元
本
日
本
書
紀
所
引　

日
本
紀
私
記　

声
点
付
語
彙
索
引
「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
索
引
」
第

四
号
』 

 　

（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
、
一
九
八
六
年
） 

 

③『
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
本　

声
点
付
和
訓
索
引
「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
索
引
」
第
七
号
』 

 　

（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
、
一
九
八
八
年
） 

 

④『
日
本
書
紀
人
皇
巻
諸
本　

声
点
付
和
訓
索
引
「
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
索
引
」
第
一
九
号
』 

 　

（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年 

）

 

⑤『
図
書
寮
本　

類
聚
名
義
抄
』　

（
勉
誠
社
、
一
九
六
九
年
） 

 

⑥『
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部　

第
三
十
三
巻　

類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本　

法
』 

 　

『
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部　

第
三
十
四
巻　

類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本　

僧
』 

 　

（
と
も
に
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会　

編
、
八
木
書
店
、
一
九
七
六
年
） 

 

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
書
写
は
年
代
は
図
書
寮
本
よ
り
も
更
に
時
代
が
降
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、

「
あ
ら
れ
」「
と
る
」
の
二
語
が
載
る
は
ず
の
「
雨
」「
又
」
両
部
は
現
存
す
る
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』

に
載
せ
な
い
範
囲
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
推
定
に
必
要
な
資
料
と
し
て
こ
こ
に
含
め
る
。 

 

二　

日
本
書
紀　

諸
本
、
日
本
書
紀
私
記
は
以
下
を
参
考
と
し
た
。 

 『
日
本
書
紀
私
記
』（
御
巫
清
白
氏
蔵　

應
永
写
本
の
複
製
、
古
典
保
存
会
、
一
九
三
三
年
） 

 『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成　

日
本
書
紀
』（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫　

編
、八
木
書
店
、二
〇
〇
二
年
） 

 『
圖
書
寮
本　

日
本
書
紀　

本
文
篇
』（
石
塚
晴
通　

著
、
美
季
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
） 

 『
國
寶　

北
野
本　

日
本
書
紀
』（
貴
重
圖
書
複
製
會　

編
輯
、
貴
重
圖
書
複
製
會
、
一
九
四
一
年
） 

 『
熱
田
神
宮
蔵
本　

日
本
書
紀　

巻
第
三
』（
橿
原
神
宮
、
一
九
四
〇
年
） 

 

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、『
日
本
書
紀　

１
～
10
』
内
閣
文
庫
→
和
書
→
和
書
（
多

聞
櫓
文
書
を
除
く
）［
請
求
番
号
］
特0

5
5
 

― 0
0
1
0

［
冊
次
］
１
［
保
存
場
所
］
本
館
［
数
量
］
１
～

10
冊
［
書
誌
事
項
］
写
本
［
旧
蔵
者
］
紅
葉
山
文
庫 

 『
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書　

和
書
之
部　

日
本
書
紀　

兼
右
本
』（
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部

編
集
委
員
会　

編
、
八
木
書
店
、
一
九
八
三
年
） 

 （
12
）「
と
り
が
ね
て
」
と
補
助
動
詞
「
か
ぬ
」
の
連
用
形
が
濁
音
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
時
代
別
国
語
辞

典　

上
代
篇
』
に
よ
れ
ば
、
連
濁
の
形
は
東
歌
に
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
今
回
と
り
あ
げ
た
歌
謡
は

そ
の
例
外
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
現
段
階
で
は
そ
こ
に
積
極
的
な
意
味
を
見
出
し
難
い
。 

 （
13
）
こ
の
点
に
つ
い
て
森
博
達
氏
が
日
本
語
学
会　

二
〇
一
八
年
度　

秋
季
大
会
（
二
〇
一
八
年
十
月
十
三

日
、
於　

岐
阜
大
学
）
に
お
い
て
「
西
海
道
乙
類
風
土
記
の
音
韻
と
語
法
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
御
発

表
の
な
か
で
ご
批
正
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
は
前
稿
の
誤
を
最
小
限
度
の
み
改
め
る
こ
と
と
し

た
。
結
果
と
し
て
本
稿
で
も
ア
ク
セ
ン
ト
反
映
に
関
す
る
論
証
が
十
分
と
は
言
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
が
、
森
博
達
氏
に
よ
る
比
較
結
果
を
、
御
発
表
の
原
稿
（
日
本
語
学
会　

二
〇
一
八
年
度　

秋
季
大
会

予
稿
集
）
よ
り
左
に
引
用
し
、
こ
れ
に
従
う
（
た
だ
し
、
横
書
き
を
縦
書
き
に
記
す
）
。 

 

Ⅳ
．
Ⅱ
．
歌
謡
に
お
け
る
原
音
声
調
と
平
㋐
の
対
応 

 　

以
上
、
こ
の
歌
謡
の
漢
字
原
音
の
声
調
を
決
定
し
、
平
㋐
の
調
値
も
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
て
、

こ
の
歌
謡
に
『
廣
韻
』
の
声
調
と
平
㋐
の
声
点
・
調
値
と
を
付
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
太
字
・

下
線
で
示
し
た
箇
所
は
、今
回
宮
川2

0
1
8

を
克
服
し
て
新
た
に
決
定
し
た
も
の
（
Ⅹ
は
平
㋐
未
定
）。 

 　
　

ア
ラ
レ
フ
ル　

キ
シ
マ
の
タ
け
ヲ　

サ
ガ
シ
ミ
と　

ク
サ
ト
リ
ガ
ネ
テ　

イ
モ
ガ
テ
ヲ
ト
ル 

 　
　

婀
邏
禮
符
縷　

耆
資
麼
能
多

塢　

嵯
峨
紫
彌
台　

區
縒
刀
理
我
泥
底　

伊
母
我
提
塢
刀
縷 

 

廣
韻　

  

上  

去
上
平
上　

平
平
上  

平  

平
上
上　

平
平
上
平
平　

平  

上  

平
上
上  

平  

上　

平
上
上
平
上
平
上 

 

声
点　

上
上
上
平  

上  　

  

平  

？
？  

平  

平
上
上　

平
平  

上
平  

平　

平
平
平
上
上  

平  

上　

平
上
上
平
上
平
上 

 

調
値　

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ  

Ｈ  　

  

Ｌ  

Ⅹ
Ⅹ  

Ｌ  

Ｌ
Ｈ
Ｈ　

Ｌ
Ｌ  

Ｆ
Ｌ  

Ｌ　

Ｌ
Ｌ
Ｌ  

Ｆ  

Ｈ  

Ｌ  

Ｈ　

Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ  

Ｆ   
 　

い
ま
、
原
音
声
調
と
平
㋐
と
の
対
応
関
係
を
検
討
し
よ
う
。（「
耆
資
麼
」
の
「
資
麼
」
は
平
㋐
不

明
ゆ
え
除
外
し
、
残
る
二
九
音
を
対
象
と
す
る
。） 

 

①　

 

平
声
字
は
一
四
字
。
全
て
平
声
点
に
対
応
し
て
い
る
。
平
㋐
の
調
値
は
Ｌ
（
低
平
調
）。 

 

②　

 

上
声
字
も
一
四
字
。「
草
」
の
「
縒
サ
」
は
平
声
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
の
一
三

字
は
全
て
上
声
点
に
対
応
し
て
い
る
。
但
し
平
㋐
の
調
値
に
つ
い
て
は
、一
〇
字
が
Ｈ（
高
平
調
）
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に
対
応
し
、
残
る
三
例
（
嵯
峨 

紫 

サ
ガ 

シ 

・
刀 

理 

ト 

リ 

・
刀 

縷 

ト 

ル 

）
は
Ｆ
（
下
降
調
）
に
対

応
し
て
い
る
。
後
掲
の
【
表
Ｉ
】
に
拠
れ
ば
、
唐
代
北
方
音
で
下
降
調
に
な
る
の
は
、
全
清
・

次
清
音
の
平
声
字
の
み
で
あ
る
。「
嵯
峨 

紫 

」
は
「
紫
」
で
は
な
く
「
資
」
を
用
い
れ
ば
済
む
。

し
か
し
平
声
次
濁
音
来
母
字
は
低
平
調
（
Ｌ
）
と
な
る
の
で
、「
取 

リ 

」「
取 

ル 

」
の
「
リ
」
と

「
ル
」
に
は
上
声
字
を
用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

③　

 
去
声
字
は
「
邏
」
の
一
字
し
か
無
く
、
上
声
点
に
対
応
し
て
い
る
。「
邏
」
は
『
廣
韻
』
で
は

去
声
の
み
だ
が
、『
集
韻
』
で
は
平
声
と
上
声
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
歌
謡
が
上
声
の
「
邏
」

を
採
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
婀 

邏 

禮
（
霰
）」
の
原
音
声
調
は
「
上 

上 

上
」
と
な
り
平
㋐
の
［
Ｈ

Ｈ
Ｈ
］
に
合
致
す
る
。 

 

④　

 

上
述
し
た
よ
う
に
、
宮
川
氏
は
高
山
倫
明
氏
に
倣
い
、
平
㋐
平
声
点
で
『
廣
韻
』
平
声
で
あ
る

場
合
、
お
よ
び
平
㋐
上
声
点
で
『
廣
韻
』
が
上
声
か
去
声
の
場
合
を
、
平
㋐
と
原
音
声
調
の
一

致
と
見
な
し
た
。
そ
の
方
式
に
従
っ
て
、
修
正
後
の
原
音
声
調
と
平
㋐
資
料
の
声
点
の
対
応
を

調
べ
る
と
、
二
九
字
の
う
ち
二
八
字
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
致
率
は
二
八
÷
二
九
＝

九
七
％
と
な
る
。
こ
の
歌
謡
の
用
字
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 

 

⑤　

 

残
る
一
例
の
不
一
致
は
「
區 

縒 
（
草
ク
サ
）」［
Ｌ 

Ｌ 

］
で
あ
り
、平
声
点
の
音
節
に
上
声
字
「
縒
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
嵯
峨
紫
」
に
用
い
ら
れ
た
平
声
字
「
嵯
」
を
こ
こ
に
使
用
す
れ
ば
済

む
の
に
、
そ
う
し
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

 

引
用
は
以
上
で
あ
る
が
、
右
の
⑤
に
お
い
て
森
氏
が 

 「
嵯
峨
紫
」
に
用
い
ら
れ
た
平
声
字
「
嵯
」
を
こ
こ
に
使
用
す
れ
ば
済
む
の
に
、
そ
う
し
な
か
っ
た

理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

 

と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
表
音
的
要
求
に
も
表
語
的
要
求
に
も
応
え
る
「
嵯
峨
」
と
い
う
表
現
を
際

立
た
せ
る
た
め
、「
草
」
を
表
す
の
に
「
嵯
」
を
用
い
る
の
は
避
け
た
と
考
え
た
い
。 


